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平成20年度釜石市生涯学習行政施策の体系と事業

施策の重点 具体的施策 施策の重点 具体的施策
推進組織の充実 生涯学習推進本部（本部及び連絡調整会議） 地域・家庭の教育力の向上 子育て学習推進事業
（行政内部、市民との協働） 生涯学習推進協議会の設置の検討 放課後子ども教室推進事業

生涯学習まちづくり出前講座 教育振興運動の推進
岩手大学との連携事業 家庭教育手帳の配布･活用
（IT遠隔地連携システムを使った出前講座、生涯学習講座、文化のまちづくり講演会) 各種体験活動の推進 わんぱく広場等
放送大学釜石学習センター 各種世代間交流事業

学習機会・学習情報提供 生涯学習情報紙まなびぃ釜石 こどもエコクラブ
相談体制の充実 教育振興運動だより 国際理解講座「あつまれキッズ」

釜石情報カレンダー いわて希望塾セミナー（県）
県立生涯学習推進センターの生涯学習情報システムの活用 釜石夢ワカメ交流事業（水産課）
公民館だより ジュニアリーダー育成事業
メールサービスの検討 手作り絵本講座（図書館）

職場体験学習（図書館）
生涯学習関連施設 6地区公民館・9分館の修繕
（学びの場）の充実 放送大学釜石学習センター 子どもが健康で安心して暮ら 教育振興運動の推進

大石地域交流センターの活用 せる地域づくり 子育て学習推進事業
IT遠隔地連携システム 思春期講座
図書館情報システム 施設・事業の充実、コーディ 放課後子ども教室推進事業
図書館資料の充実 ネーターの育成・活用 図書館報システムの利用促進
図書館時間延長 図書館ボランティアの登録･活用
図書館相互協力 大石地域交流センター活用促進

人材の育成と成果の活用 生涯学習指導者およびボランティアの登録、養成、活用等 子どもの自主的な学習意欲 わくわく子どもセンター（相談）
生涯学習指導者ネットワークづくり支援 の啓発 子どもの読書活動推進
市民団体・自主活動グループ学習支援事業 情報の収集と提供
社会教育関係団体活動助成 学習相談の充実
・釜石市教育振興運動協議会 生活応援センターを中心と 地域の情報把握
・釜石市PTA連合会 した生涯学習の展開 健康指導・相談
・岩手県社会教育連絡協議会負担金 健康学習の実施
ジュニアリーダー育成事業 ・育児支援
地域マップ作成事業 ・検診フォローアップ事業
公民館まつり 成人対象事業
社会教育主事・公民館職員研修会 世代間交流事業
生涯学習推進専門慣習講座 自主活動グループ支援
学習情報提供システム担当者会議 地域活動育成事業
岩手県公民館大会 ・スクラムメイト
釜石・大槌地区教育振興運動リーダー研修会 ・遊びりテ―ション
図書館初任者研修 ・防災、災害対策体制の整備
教職員経験者10年研修（図書館） ・応急手当普及
市立図書館・学校図書館職員研修会 ・ボランティア実践事業
16ミリ映写機操作技術講習会 介護予防事業
ユネスコ精神の普及活動推進 指導者バンク・マップ作り

生涯学習に関する調査研究 社会教育委員会議 地域ネットワークの構築
公民館運営審議会 学習機会の提供 岩手大学生涯学習講座
公民館長会議（健康推進課と共催） まちづくり出前講座
都市社会教育課長会議 放送大学釜石校の運営
生涯学習、文化行政担当者会議 世代間交流事業を含む各世代対象事業
教育振興運動市町村担当者会議 文化講演会
社会教育資料作成 地域活動、集会所活用講座
社会教育委員・公民館運営審議会委員 情報の収集整備と提供 生涯学習カレンダーの作成

ホームページの活用
乳幼児や保護者を対象と 入園前の子や保護者を対象にしたサークルの支援 生涯学習情報紙の発行
した支援や学習機会の提供 （ひよこ教室・ひまわり教室・ぽっかぽかクラブ等） 学習、活動団体の情報把握・相談事業

すこやか子ども相談（生活応援センター） 人づくり、地域づくりの推進 生涯学習指導者バンク登録事業
乳幼児支援事業（生活応援センター） 各種講座受講者の活用
子育て学習推進事業 各種リーダーの養成、連携
（就学時健診を活用した子育て学習講座） 自主活動グループの発表の機会の創出
ブックスタート事業 図書館訪問事業
家庭教育手帳の配布 視覚障がい者のための朗読研修会（図書館）
子育てネットワークづくり 各種ボランティアとの連携・支援

児童・生徒の心身の発達段階 子育て学習推進事業 現代的課題学習の推進 国際理解支援事業（外国語会話・文化講座等）
に応じた家庭教育に関する 教育振興運動の推進 市民団体・自主活動グループ学習支援事業
学習機会の提供 家庭教育手帳の配布・活用 パソコン講座
地域で子どもを育てる意識の 教育振興運動の推進 環境保護実践活動（アースディ事業）
醸成と環境づくり 放課後子ども教室推進事業 男女共同参画推進事業

世代間交流事業
子育てボランティアの周知と活用
子育てボランティアのための学習情報の提供
子育てボランティア勉強会

父親に対する子育てや家庭 子育て学習推進事業
教育への参加と男女共同
参画意識の啓発
学習情報の提供と相談の充実 家庭教育手帳の配布

まちづくり出前講座

学習相談への対応

実施事務事業
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平成20年度文化行政施策の体系

　　―地域文化 の振興―

施 策 の 重 点 具 体 的 施 策    実 施 事 務 事 業

京都大学・交響楽団演奏会

ベンチャーズ・ジャパンツアー2008

アマチュアバンドコンサート

文化財の保護活用

ぶんかざいなんでも体感事業（史跡めぐり等）

沢桧川周辺環境整備事業

第１９回釜石市郷土芸能祭

創作発表機会の拡充

芸術文化交流の活性化

第３８回釜石市民芸術文化祭

釜石市芸術文化協会運営補助事業

第２４回釜石市民劇場

第３１回かまいしの第九演奏会

芸術文化の振興
芸術文化鑑賞機会の
拡充

映画鑑賞会

文化財調査と指定
推進

埋蔵文化財保存事業

岩手県青少年劇場開催事業
(声楽・「ビバ・ムジカ　)

文化のまちづくり講演会

文化財指定調査推進事業

釜石市文化財保護審議会

中学校芸術鑑賞会
(日本の伝統芸能を守る会「狂言・落語」）

文化財愛護少年団の育成

文化財愛護思想の
高揚

文化財の保存と活用

釜石市指定文化財管理委託事業

文化財標柱等設置事業

古文書解読講座開設事業

伝統文化こども教室

郷土資料館運営事業

埋蔵文化財保存活用事業

芸術文化活動の推進

第６１回岩手芸術祭巡回美術展

史跡橋野高炉跡保存管理計画策定事業

特別天然記念物保護処理事業

宝くじ文化公演
「仙台フィルハーモニー管弦楽団コンサート」

文化財の保護と管理
の充実

国・県指定史跡保存管理事業
（史跡橋野高炉跡環境整備事業）



【平成 20 年度釜石市生涯学習行政の方針と計画】（生涯学習係・公民館、文化係、郷土資料館） 

 

近年、生活水準の向上や自由時間の増大、高齢化の進行に伴い、生涯を通じて「学び」に生
きがいや楽しみを見出したいという人々が増えています。また、急速な社会の変化に対応する
ため、絶えず新しい知識や技術を習得する必要性も高まっています。こうした市民の生涯学習
ニーズに応え、一人ひとりが、それぞれの個性を生かし、生涯を通じて創造的に学び続けなが
ら共に歩むことのできる生涯学習社会を構築していくことが必要です。 
「釜石市生涯学習推進計画（平成 18 年度～22 年度）」は、「学び」「健康」「地域づくり」をキ
ーワードに、市民との協働による「生涯学習のまちづくり」を目指した行動指針を示しており、
庁内はもとより全市的な生涯学習推進体制の構築を図り、本計画の実効力を高めながら、計画
の遂行に努めます。 
平成 19 年度から市内 6箇所で「生活応援センター（公民館）」が設置され、保健・医療・福
祉・生涯学習が一体となった総合的な施策の展開が行われました。各地区で行われた「まちづ
くり検討会」では地域の生活課題や学習課題が出され、その解決策等が話し合われたことから、
今年度は事業化に向けて取り組むこととしております。また、今年度から平田地区生活応援セ
ンターも新しく設置され、各地区生活応援センターにおいては引き続き、健康づくりのほか、
地域の生活課題・学習課題の掘り起こし、地域リーダーの養成並びに地域のネットワーク化を
図り、住民による主体的な地域づくりを目指してゆきます。 
 行政の推進体制としては、庁内のさまざまな分野で行われている生涯学習関連事業を、さら
に連携・調整を図りながら市民にとってより効果的に推進するため、釜石市生涯学習推進本部
の機能の活性化を図ることが課題となっています。市の各種情報を網羅した「かまいし情報カ
レンダー」の運用についても、広聴広報課を支える形で協力に努め、徐々に庁内への浸透が進
み、内容の充実も図られております。今後とも推進本部の下、生涯学習推進体制の整備充実を
図りながら、より一層情報提供の充実、生涯学習意識の啓発に努め、生涯学習によるまちづく
りを推進します。 
 生涯学習推進のため、家庭教育、青少年、成人、高齢者と、生涯のそれぞれの時期に対応し
た学習機会の提供に努めるとともに、環境、男女共同参画社会、子育て支援など、いわゆる現
代的な課題に対応した学習機会提供の充実に努めながら、庁内の関係課と連携し多彩な学習活
動や社会参加活動の促進に努めます。 
昨年度から行われている、放課後子どもプラン「放課後子ども教室事業」については、引き
続き市内 6箇所の小学校区で行うこととしております。放課後や土曜日における、子どもの各
種体験活動・学習機会を、地域の大人の力を結集し行う内容となり、地域の教育力の向上、教
育振興運動の活性化にも寄与するものと期待しております。 
また、地域の生涯学習の拠点となる生活応援センター（公民館）や、大石地域交流センター
においても、子どもたちの体験学習や世代間交流を一層充実させるとともに、ジュニアリーダ
ーの育成も図って参ります。 
さらに、芸術文化活動を通じた心の豊かさ、やすらぎと潤いに満ちた文化のまちづくりを推
進するため、各種文化活動を促進する環境づくりに努めるとともに、歴史の中で育まれてきた
貴重な文化財の保護・活用に努めます。 
また、鉄の生産に関する学習機会として、児童生徒を対象とする鉄づくり体験事業などを通
じて、先人から受け継がれてきた「ものづくりの精神」を育むとともに、郷土への誇りや愛着
の育成を図ってまいります。 
地域の発展のためには、一人ひとりが地域の魅力を認識しながら、郷土を愛する心を育むこ
とが大切です。生涯学習行政では、今後とも地域の歴史・文化等について、学習機会の提供や
情報の発信を図ると共に、市民が持っている技術・技能等を積極的に地域に還元し、協働によ
るまちづくりを目指します。また、指導者となる人材の発掘・登録に努め、更にその方々の活
躍の場を提供できるよう努めます。 



第Ⅰ 総合的な生涯学習推進体制の整備 

1 推進組織の充実（行政内部、市民との協働） 

                    ☆印は新規又は重点施策 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
 
☆生涯学習推進体
制の充実 

 
「釜石市生涯学習推進計画」に基づき、「生涯
学習によるまちづくり」を目指す。特にも「市
民と行政との協働」という方向性を確立する。
○生涯学習推進協議会（仮称）の設置検討 
○生活応援センターを中心とした生涯学習の
展開（下記参照） 
○生涯学習推進本部の活性化（下記参照） 
○学習機会・学習情報の提供、相談体制の充実 
○生涯学習関連施設（学びの場）の充実 
○人材の育成と成果の活用 
○生涯学習に関する調査研究の推進 
○メールサービスの検討 
 

 
市民 
 

 
年 間 
 

 
教育センター
ほか 
 

 
☆生涯学習推進本
部の運営 

 
生涯学習推進本部の下、市が行う「生涯学
習」関連事業について、全庁的・総合的に内
容や日程等の調整・連携、情報の共有化、類
似事業の統合を図りながら、より効果的に事
業を実施し、生涯学習の推進によるまちづく
りにつなげることを目的とする。 
また、年数回、生涯学習推進本部会議及び
連絡調整会議を開催し、市全体として生涯学
習への理解と推進に寄与する体制づくりを進
める。 
（主な推進本部事業）  
「まちづくり出前講座」「岩手大学との連携事
業」「指導者バンク登録事業」「情報誌まなび
ぃ発行」を推進事業に位置付ける。 
「かまいし情報カレンダー」の充実、そこか
ら生涯学習事業の体系化・再編まで検討する。
 

 
庁内全
課・所・
室 

 
年 間 

 
教育センター
ほか 

 
☆生活応援センタ
ーを拠点とした
生涯学習の展開 

 
生活応援センターでは、保健・医療・福祉・
生涯学習が一体となった総合的な施策を展開
する。 
センターには事務職・保健師・看護師を配置
されており、乳幼児から高齢者までの各世代
を通じて、一貫性のある各種サービスを提供
する。（公民館事業・出張所業務も実施） 
「健康で安心して暮らせるまちづくり」に向
け、訪問活動や個別指導、各種健康講座を開
催し、地域の総合的な健康づくりを推進する。
更に、公民館事業に加え、地域課題・生活
課題の掘り起こしを進め、併せて地域資源（人
材・文化等）を活用し、市民と行政の協働に
よるまちづくりを行う。 
平成 20 年度から、平田地区生活応援センタ
ーを設置した。 
 

 
市民 

 
年間 

 
各 セ ン タ ー
（公民館） 



☆生涯学習まちづ
くり出前講座 
（生涯学習推進本
部事業） 

 市民の要望に応じて無料で市職員等を講師
とした出前講座を開催し、生涯学習意識の高
揚と学習機会の提供を図るとともに、地域課
題を考える機会とする。（市 65 テーマ・関係
機関 12 団体 40 テーマ＝計 105 講座） 
 なお、市職員以外にも、盛岡地方検察庁、
盛岡地方裁判所、宮古公証役場、警察署、盛
岡地方検察庁、岩手県の出先機関、岩手大学、
消費者信用生協、社会福祉協議会、民間団体、
指導者バンク講師の参加協力を得て実施す
る。 
 

市民 年 間 市内各所 

☆岩手大学との連
携事業  
（生涯学習推進本部） 

 岩手大学との相互友好協力協定に基づき、
岩手大学との共催により市民向けの公開講座
及び講演会等を開催する。（ＩＴ遠隔地連携シ
ステムも活用） 
① 生涯学習講座  
② 文化のまちづくり講演会 
③ 高校生対象講座 
④ 小・中学校との連携講座（小中学生を対
象とした出前講座） 
⑤ 大学生と小中学生の交流事業 
 

市民 7 月 

～２月 

教育センター

ほか 

社会教育委員会議  社会教育に関して教育委員会に助言を行
う。 
① 社会教育に関する諸計画の立案 
② 教育委員会の諮問に意見を述べる 
③ 社会教育に関して必要な調査・研究 
（任期：平成 19年 5月 1日～平成 21年 4月 30 日）  
 

社会教

育委員 

年３回 

5・10・3

月予定 

教育センター

ほか 

公民館運営審議会 
（６地区公民館） 

 各公民館長からの諮問に応じ、公民館の運
営について意見を述べる。公民館の事業計画
や事業実施結果等についての審議を行う。 
（任期：平成 19年 5月 1日～平成 21年 4月 30 日）  

公民館

運営審

議会 

年２回 

5・3 月 

各地区公民館

生活応援センター
所長・公民館長会議 

 生活応援センター事業・公民館事業の円滑
な運営のため、関係課、センター所長との情
報交換と協議を行う。 

健康推進課

生涯学習スポーツ課

センター所長

他 

毎月１

回 

教育センター

ほか 

生涯学習資料の作
成 

・社会教育行政の方針と計画 
・社会教育事業の実施状況 
・教育委員定例会に対する資料 

社会教

育委員

ほか 

5・10・3

月予定 

 

各種会議等出席 ・管内社会教育課長会議 
・管内生涯学習、文化行政担当者会議（3回）
 
 
・教育振興運動市町村担当者会議 
 

職員 4/24 

4/24 

10/24 

3/6 

5/15 

    

三陸公民館 

三陸公民館 

釜石教育事務所

 

盛岡市 



２ 学習機会・学習情報の提供、相談体制の充実 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

☆生涯学習広報「まな
びい釜石」の発行 
（生涯学習推進本部事業） 

 
 生涯学習の推進による明るく住みよいまち
づくりのため、学習意識の啓発や学習機会の
提供等に関わる情報発信を行う。「まなびぃ釜
石」（6・8月）「教育広報」（10 月） 
 

 

市内全

戸配布 

 

年３回 

6・8・

10 月 

を予定 

 

☆生涯学習情報提供シ
ステムの活用 

 
 県立生涯学習推進センターの生涯学習情報
提供システムに登録している情報の更新と積
極的な活用を図るとともに、広く市民への活
用も呼びかける。 
 
ホームページ 
http://www.manabi.pref.iwate.jp 
 
携帯サイト 
http://www.manabi.pref.iwate.jp/m/ 
 
いわてマナビィマガジン（メールマガジン申込先）  
iwate360-manabi@yahoo.co.jp  
 
子育て電話相談(すこやかダイヤル) 

0198-27-2134 
 
生涯学習電話相談(マナビィコール) 

0198-27-4563 
 

 

市民及

び関係

者 

 

年 間 

 

 

☆かまいし情報カレン
ダーの運用 

 
 生涯学習関連事業を体系化し市民に情報提
供を行うことができる「かまいし情報カレン
ダー」の内容の充実を引き続き図るとともに、
類似事業の統合等の検討を行う。 
 また、釜石市のホームページを通じ、業務
の概略説明、まちづくり出前講座、生涯学習
指導者の募集を行っている。（申請書のダウン
ロード可） 
 

 
市 民 
 
 

  
 

生涯学習相談体制 
の充実 
（学習コーディネート）  

 
生涯学習スポーツ課、各生活応援センター
においては、常に窓口で学習相談に対応する
こととし、市民の学習意欲に対する的確な対
応を推進する。 

 

 
市 民 

 
年 間 

 
生涯学習スポーツ課 
生活応援センター 

 



 ３ 生涯学習関連施設（学びの場）の充実 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

☆ 生活応援センター

（公民館）事業推

進 

 
市内 6箇所のほかに、平成 20年度からは平田
地区生活応援センターを設置。 
各センターには複数の職員を配置し、生涯学習
事業の充実のため、積極的に域内の集会所等に出
向き、出前講座を行い、公民館から遠い地区でも
生涯学習のメリットを受けられるよう努めてい
る。 

 
市 民 

 
年 間 

 
生活応援セン
ター 

生涯学習推進セン 
ター（中央公民館） 
の検討 

 
生涯学習推進計画の中でも引き続き提言され
た市民や団体等の活動拠点施設。設置について
は、引き続き検討する。 

 
市 民 

 
年 間 

 

既存施設の活用 

 
・統合された学校施設、学校の余裕教室の活用検
討。 
・市内の施設、歴史、文化財の活用「施設・歴史
ウォッチング」等の実施。 

 
市 民 

 
年 間 

 
各施設等 

公民館施設管理 

 
地区公民館（6館）及び分館（9館）の維持補修
等 

 
地区公
民館・分
館 

 
年 間 

 
各公民館・分
館 

大石地域交流セン

ター管理運営 

 
市民交流、特に青少年の体験学習や各種生涯学
習関連事業等に活用する。特に学校での自然体
験、宿泊合宿等に活用している。 
  

 
市民 

 
年 間 

 
大石地域交流
センター 

①岩手大学・釜石市遠隔地ＩＴ連携システムの構築
岩手大学総合情報処理センターと釜石市教育
センターを岩手情報ハイウェイと無線ＬＡＮで
結び、遠隔授業と双方向会議を実施。 
 現在、岩手大学・釜石市・水沢市・二戸市で通
信可能となっている。 
○生涯学習講座、学校教員の研修、企業の技術
相等談にも活用している。 

 
市民 

 
年 間 

 
教育センター

②放送大学岩手学習センター釜石校 
 学位取得・キャリアアップを目指す方々の利便
を図るため、衛星放送を視聴できるほか、ビデ
オ・カセットテープにより復習ができる。 

放送大
学学生 

年 間 教育センター
5階  
 
放送大学釜石校

通信ネットワーク 

の整備充実 

☆③インターネット配信による子ども放送局 
（独立行政法人国立青少年教育振興機構事業） 
 子どもたちに夢と希望を与える映像や､体験活
動に対する興味・関心を高める映像を製作し、
インターネットで配信することにより、子ども
たちのさまざまな体験活動を促進し、体験活動
等の重要性に関する啓発・普及を図る。 
 平成 20 年 7 月開局予定 

小･中学
生 

H20.7～ 
年間 

 

 



 ４ 人材の育成と成果の活用 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

 
☆生涯学習指導者及
びボランティアの
発掘・養成・活用 
（生涯学習推進本部事業） 

 
 生涯学習のさまざまな分野で指導者やボラ
ンティアとして指導・協力いただける人材を
引き続き発掘し養成するとともに、登録者名
簿に登載し各種講座等での活用や学校・団体
等への紹介を行う。（平成 20年 3月改訂） 
 ※20 年 4 月 1日現在では 234 名登録 
  

 
市 民 

 
年 間 

 

 
市民団体等の学習支援
事業支援 
 
 

  
現代的な課題等（環境、子育て、国際交流、
ＩＴ、男女共同参画）をテーマに自主活動を
展開している市民団体の育成を図る目的で、
グループが一般市民を対象とした講演会・イ
ベントを開催する際、講師謝礼金の一定部分
を教育委員会が負担する。 
※教育委員会と共催で開催 

 

 
自主活

動グル

ープ 

 
年 間 

 

 
公民館まつり 
 

  
公民館を中心に活動している自主活動グルー
プや団体の学習成果の発表により、お互いの
交流を深め今後一層の活動意欲の向上を図り
ながら、生涯学習の振興に資する。 
（各生活応援センターで実施） 

 
市 民 

 
秋～冬 

 
釜石公民館 
甲子公民館 
鵜住居公民館

（町民文化祭） 
唐丹公民館

（唐丹の日） 
小佐野公民館 
栗橋公民館 
 

 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの体系化・養
成 

 
 知識や技能を社会に還元できるよう人材育
成に努めるため、関係機関と連携し、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
養成講座・体系化を図る。 
 

 
市 民 

 
年 間 

 
 
 

 
社会教育関係団体の
育成及び活動支援 

 
 活動事業費の一部を補助し、団体の育成及
びリーダーの養成を図り、生涯学習の振興に
資する。 
・釜石市教育振興運動協議会 
・釜石市ＰＴＡ連合会 

 
社会教
育関係
団体等 

 
年 間 

 

 
ユネスコ精神の普及
活動推進 

 
 相互のコミュニケーションを図りながら世
界平和と人類共通の福祉を実現しようと設立
されたユネスコ（国連教育科学文化機関）の
活動を支援する。 
 
（今年度は釜石ユネスコ50周年記念行事等が
予定されている） 
 

 
世 界 

 
年 間 

 
市  内 

 



５ 生涯学習に関する調査研究の推進 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
 
教育委員・社会教育
委員等合同研修会 
 

 
 教育委員、社会教育委員、公民館運営審議
会委員を対象に、生涯学習や社会教育の振興
についての研修を行う。 
（釜石教育事務所・釜石市教育委員会・大槌
町教育委員会） 
 
※「地域づくり推進セミナー」と合同開催の予定
 

 
教育委
員社会
教育委
員、公
民館運
審委員
 

 
8/19 

 
釜石地区合庁

 
社会教育委員・公民
館運営審議会委員
研究大会 

 
 生涯学習の推進について共通の理解を図
るとともに、実践事例をもとに当面する社会
教育振興上の諸問題に関する研究協議を深
め、委員の今日的な役割の確立に資する。 

 
社会教
育 委
員、公
民館運
審委員

 
11/14 

 

生涯学習センター

 
社会教育関係職員
等研修 

 
(基本研修) 
・新任社会教育関係職員研修講座 
・生涯学習情報提供システム担当者研修会 
・社会教育指導員等研修会 
・放課後子ども教室事業担当者・指導者研修会
・社会教育主事・公民館職員研修講座 
（専門研修） 
・生涯学習・社会教育推進計画専門研修講座
（課題別） 
・地域づくり推進セミナー 
・第 56 回岩手県公民館大会 
・生涯学習推進研究発表会 
・釜石・気仙地区子どもの読書推進懇談会 
・家庭教育子育て支援セミナー 

ほか

 
関係者
等 

 
 
5/8・9 
5/23 
5/20・21 
7/4.9/12 
10/24 
 
6/12 
 
8/19 
7/10・11 
2/5－6 
10/17 

10/23･11/27 

 

 

生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
三陸公民館 
 

生涯学習センター
 

釜石地区合庁
陸前高田市 
生涯学習センター
三陸公民館 
釜石地区合庁
 

 
各種調査事業 

 
 時代に適合した生涯学習を推進するため
の調査として、各種調査を実施する。調査結
果を各種計画への反映、事業実施の展開に生
かす。 
・釜石市生涯学習基礎調査（5 年に一回/Ｈ
21 予定） 
・社会教育基本調査（岩手県） 
・社会教育調査（岩手県/3年に 1回/H20 予定）

 

   

 



第Ⅱ 生涯の各時期（ライフステージ）における生涯学習の充実 
１ 子育てを支援する家庭教育環境の充実 

 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

 
子育て学習推進事
業 
 

 
子どもの教育や人格形成に大きく関わって
いる親等を対象に、家庭や地域の教育力の活
性化を推進することをねらいとして子育て学
習講座を実施する。 
① 就学時健診を活用した子育て講座 6 講座
小学校入学前の子どもを持つすべての
親が参加する就学時健診の機会を活用し
た子育て講座の開催 
 

 
小学校
就学児
を持つ
親等 
 

 
11 月頃 
 
 
 
 

 
市内各小学
校 
 
 
 

 
 
２ 青少年の心を育む学習機会の充実 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
 
☆放課後子ども教室推
進事業 
（放課後子どもプラン） 
国庫補助事業 
 
 

 
 学校や公民館等を活用し、放課後や週末など
の一定時間を利用し、地域の大人の力を結集
し、子どもたちが文化活動や様々な体験活動、
学習活動を行える場を提供する。（学習の習慣
づけ） 
・安全管理員及び学習ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの配置 
 平成 20 年度市内 6小学校区に開設予定 
 

 
小中学
生 
地域住
民 
 
 
 
 

 
4 月～ 
3 月 
 
 
 
 
 

 
内容に記載
の箇所 
 
 
 
 
 

 
☆子ども読書活動推進
事業 

 
 

 
「釜石市子どもの読書活動推進計画」に沿った
事業展開を図る。 
 特に、市立図書館し学校図書館との連携、ボ
ランティアとの協働、更に子どものたちの感受
性や創造性を培う事業として「音読・朗読」に
焦点をあてた取り組みの実施を目指し、関係機
関、実行委員会との協働、あるいは、放課後子
ども教室においても推進を図る。 
 

 
小中学
生 
 
 
 

 
年 間 
 
 
 

 
市 内 
 
 
 

 
☆ジュニアリーダー 
養成事業 

 
市内各小中学校の児童・生徒の代表が集団で
の活動（キャンプ体験等）と通して、協力する
ことの大切さや時代を担うジュニアリーダー
としての役割を自覚する契機とする。 
また、高校生のボランティアも合わせて募集
し 

 
① 事前研修 
 
② キャンプ・たたら製鉄体験・自然体験・
交流・その他 

 

 
小・中
学生・
高校生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
7/6 
 
8/12～ 
8/13 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
陸中青年の家 
 
大石交流セ
ンター 



 
☆いわて希望塾ｾﾐﾅｰ
（県主催） 

 
 県内の青少年との交流や体験学習を通じて、
自然や歴史、産業経済等を学びながらふるさと
づくりを主体的に考える青少年の育成を図る。

 
中学生 
高校生 
県内約
120 人 

 
10/11
～ 
10/13 

 
国立岩手山
青少年の家 

 
国際理解講座 
「あつまれキッズ」 
（協力：フレンドシッ
プ） 

 
 小中学生の国際感覚を養い、異文化に対する
相互理解を深めるために、市内在住の外国人と
の交流の機会を提供する。 
 外国人講師による語学体験、文化紹介、味覚
体験 
 
※当該事業のサポーターを募集し、「あつまれ
キッズ」を活動の場として、今後の生涯学習活
動や国際交流活動を推進しうる人材の発掘・育
成を図る。（事前準備・当日運営など） 
 

 
小中学
生等 
 
 
 
 
 
高校生
以上 

 
年間 

 
市  内 

 
こどもエコクラブ 
（協力：環境アドバイ
ザー） 

 

 
 『アースレンジャーかまいし』団員として、
自然の中での様々な体験活動を通して自分た
ちが暮らす自然環境への理解を深め,環境保全
に配慮した行動をとることができる資質を育
む。 
 自然観察（野鳥、昆虫）、酸性雨等各種調査
など 
 

 
小学生
等 

 
年間 
6/14 
8/3 
9/27 
10/4 

 
市  内 

 
釜石夢ワカメ交流事業 
 

 
 横浜市と釜石の子どもたちが環境保全活
動・自然体験・農業業体験を通じ、友好・交流
を深め合う。 
 水産課主導、生涯学習スポーツ課・その他関
係課の協力で開催 

小学生
高学年 
 

8/8 ～
10 
  

市  内 

 
釜石市成人のつどい 

 
 成人の日を記念し新成人の門出を祝うとと
もに、釜石市民としての自覚を促し、社会人と
して求められる権利の行使と、果たすべき義
務・責任を全うできるよう励ます。 
式典、催事（茶席、着付け直し、記念撮影用舞
台、談話室）等 
(成人の日前日の１月 11日（日）の開催を予定)
 

 
新成人 

 
1/11 

 
市民文化会
館 
 

 
釜石市教育振興運動協
議会総会 

 
 釜石市教育振興運動協議会６実践区の実践
課題を確認し、今年度の実践活動の充実を図
る。 
 

7/8 
予定 

市民文化会
館 

 
教育振興運動推進 
研修会（県主催） 

 
 教育振興運動「実践 3年」について、実践区
リーダー及び教員への周知と具体内容につい
て説明等を行う。 

8/1 
 

釜石地区合
同庁舎 

 
釜石市教育振興運動協
議会集約集会 

 
 教育振興運動の成果を確認するとともに、青
少年の現状や教育課題の把握を通して運動へ
の実践意識を高め、一層の充実につなげる。 
 

推進委
員 
実践区
指導者 
学校関
係者 
ＰＴＡ
関係者 

未定 
 

市民文化会
館 



３ 成人教育の推進 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
 

国際理解支援事業 

 

市民の異文化に対する相互理解を深めるた

めに、地域の国際交流活動を推進する担い手

を育成・支援するために、市内在住の外国人

等を講師とした外国語学習講座や異文化体験

講座等を開催する 

 

 
市民 
市民 
市内在
住の外
国人 

 
年間 
 
第 1 期 
外国語会話講座 
5/14/-7/7 

    

教育セン
ターほか

 

アースデイ釜石事

業・ゴミウオッチン

グ 

 

  

全世界で行われるアースデイ（地球の日）事

業の一環として、身近な河川敷等でのゴミ拾

いを実施し、環境保全を地域で考え行動する

きっかけとするとともに、一人ひとりが地域

や自然環境を大切にする心を育む目的で実施

する。 

 

 
市民 

 
4/19（土） 

 
甲子川、
小川川、
鵜住居川
流域等 

 

男女共同参画推進

事業 

 

 

  

民間団体で構成された実行委員会と行政が

対等な立場にたち、それぞれが主体性と責任

を持って役割を分担し、男女が互いに人権を

尊重し、その個性と能力を十分に発揮できる

男女共同参画社会の実現に向けた意識啓発事

業を行う。 

（少子化対策・男女共同参画推進室等と連携）

  

 ・フォーラム開催等 

 

 
市民 

 
未定 

 
市民文化
会館 

 



釜石市立公民館（生活応援センター）一覧表 
 
 
Ｎｏ 
 

 
  公 民 館 の 名 称 

 
館 長 名 

 
所 在 地 

 
電話番号 

  
１ 
 

 
釜石市立釜石公民館 佐々木  亨

 
大渡町 3-15-26 

 
22-0180 

 
（１） 
 
   〃  浜町分館 

佐々木   亨
（釜石公民館長併任） 

 
浜町 1-1-1 

 
22-6052 

 
 ２ 
 

 
釜石市立甲子公民館 菊 池 久 彦

 
甲子町 10－255 

 
23-5524 

 
（１） 
 

  
  〃  砂子渡分館 藤 井 萬 治 

 
甲子町４－29－５ 

 
59-3736 

 
 ３ 
 

 
釜石市立小佐野公民館 小 池 幸 一

 
小佐野町 3－4－25 

 
23-5037 

 
（１） 
 

 
   〃  向定内分館 宍 戸 信 昌 釜石市定内町 2-21-13 23-1435 

 
（２） 
 

 
   〃  野田団地分館 笹 原 由 蔵 

 
野田町５－11－10 

 
23-3517 

 
 ４ 
 

 
釜石市立鵜住居公民館 高 橋 一 見

 
鵜住居町 15－19 

 
28-2470 

 
（１） 
 

 
   〃  川目分館 千 葉 勝 義 釜石市鵜住居町 3-8-1 28-4134 

 
（２） 
 

 
   〃  室浜分館 山 崎 勝 人 

 
片岸町 10－40－１ 

 
42-4773 
 

 
（３） 
 

 
   〃  仮宿分館 佐々木 幸 男 

 
箱崎町４－50－２ 

 
28-3678 

 
 ５ 
 

 
釜石市立栗橋公民館 藤 原 英 彦

 
橋野町 34－16－2 

 
57-2111 
 

 
（１） 
 

 
   〃  中村分館 和 田 祐 幸 釜石市橋野町 7-74-3 57-2142 

 
（２） 
 

 
   〃  横内分館 小笠原 利 三 

 
橋野町 26－44－３ 

 
57-2237 

 
 ５ 
 

 
釜石市立唐丹公民館 大久保 孝 信

 
唐丹町字小白浜 61 

 
55-2111 

 



平成20年度釜石市立釜石公民館事業計画 

 
１． 運営方針 
○ 「平成20年度生涯学習行政方針と計画」並びに「釜石市生涯学習推進計画」(平成18年3月 
策定)の基本方針等を尊重し、地域住民の生涯学習の拠点として公民館機能及び内容の充実を 
図っていきます。 

  ○ また、公民館としての位置付けと同時に生活応援センターとしての位置付けがされていることか
ら「学び」「健康」「地域づくり」を念頭に「多様な学習機会の提供」「地域の健康・安心づくり

の応援」「自主的な生涯学習行動の応援」「生涯学習の場の提供」などを行いながら、地域住民の

人生を少しでも豊かにするとともに健康で安心して暮らせるまちづくりを目指して「ひとづく

り」「まちづくり」のサポートに取り組んでいきます。 
 
２．重点目標 
  ○ 釜石公民館及び浜町分館が今まで以上に地域住民が気軽に利用できる親しみのある施設となる
よう努力します。 

  ○ 地域住民の学習ニーズの把握に努め、学習ニーズに沿った魅力的な講座を開催することによって、
より多くの地域住民の方々に学習機会を提供できるように努めます。 

  ○ 釜石公民館及び浜町分館を利用している自主活動グループの活動支援を行うとともに、「公民館
まつり」の開催など活動成果の発表の機会を設けます。 
○ できるだけ多くの地域住民の方々の健康づくりを進めるとともに学習機会を提供するため、地

域の集会所等を利用した健康教室などの講座を開催します。 
○ 地域住民が安全に楽しく暮せるようなまちをつくるため、地域住民が相互に支え合うことがで

きる体制づくりに協力します。 
  
３．事業計画 
○ 基本的に平成19年度に実施した事業の継続とその発展を目指した事業を実施する予定です。 
   

事業名 ねらい 対象 時期＆内容 
釜石わんぱく広場 年齢が様々な子供達が仲間とのい

ろいろな体験活動を通じて仲間と

遊ぶことの楽しさや創造と発見の

喜び・体験感動をしながら明るくた

くましく成長する機会とする。 

釜石小学校

児童(概ね３
年生以上) 

〇時期（予定） 
 ６月下旬～１１月初旬 
〇内容（予定） 
体験活動が中心の予定 

いきいき広場 地域の方々に主に健康に関する知

識習得の機会、体験の機会を提供す

ることにより地域の皆さんが健康

でいきいきと積極的に日常生活を

送れるように支援すること。 

概ね６５歳

以上の高齢

者 

〇時期（予定） 
 ６月下旬～２月初旬 
〇内容（予定） 
 ・９／１９（金） 
高齢者ヨガ   

 ・健康講話、大人の絵

日記づくり等 
ゆうゆう広場 地域の方々に様々な分野の学習機

会、体験活動の機会を提供すること

一般市民 
（主に平田

〇時期（予定） 
 ６月下旬～２月初旬 



により一人ひとりの感性を豊かに

し、何事にも積極的に参加する気持

ちを助長させ、心豊かな生活、健康

的な生活が送れるように支援する

こと。 
 
※今年度に平田地区生活応援セン

ターが新たに開設したことに伴

い、平田地区の生涯学習活動を活

発化させ地区住民の生きがいづ

くりの一助としたい 

地区住民） 〇内容（予定） 
 ストレッチ、陶芸教室、

フラワーアレンジメン

ト等 

わくわく広場 いろいろな体験や交流の場を提供

することにより参加者間の交流を

深め、仲間づくりにつなげるととも

に「楽しい生活」が送れるように支

援すること。 

一 般 市 民

（主に働い

ている方） 

〇時期＆内容（予定） 
 ①７／５（土） 
  「豆腐づくり＆橋野

の自然散策」 
 ②７／１９（土） 
  「気仙茶の茶摘み体

験」 
 ③８月下旬 
  「気仙茶を味わう」 
 ④９／１９（金） 
  「ハタヨガ体験」 
 ⑤１１／８（土） 
  「そば打ち体験＆橋

野の史跡散策」 
世代間交流事業 地区の子供と高齢者がいろいろな

活動を通して交流を深めることに

より、地域の文化や伝統の継承を図

るとともにお互いの生活文化や価

値観についての理解を深め、より良

い地域づくりにつなげること。ま

た、高齢者と交流を図りながら他人

への思いやりや感謝の心など子供

たちの豊かな人間性を育くみ地域

社会の一員としての成長を促す機

会とする。 

浜町地区の

高齢者と釜

石小学校浜

１・２地区

子供会、浜

３地区子供

会 
 
※その他の

地域での開

催も検討 

〇時期（予定） 
 原則として冬季、春季

等の小学校の長期休み

時を利用 
○内容（予定） 
 スポーツや昔の遊び等

を通しての親睦交流 

大人の絵日記くら

ぶ 
 
（新規） 

高齢者が自分の歴史を写真と文章

で残す機会を設けることによりパ

ソコン等の新たな技術習得の意欲

を醸成するとともに生きがいづく

りの一つにつなげること。 
 
※NPO ｅネット・リアスとの共催

主に高齢者 〇時期（予定） 
 ６／６(金)から原則と
して毎週金曜日 
○内容（予定） 
 思い出の写真をスキャ

ナーでパソコンに取り

込むとともにパソコン



事業 で文章を作成し、自分

史的絵日記づくりをす

る 
釜石公民館まつり 釜石公民館や浜町分館で活動して

いる自主活動グループの活動成果

の発表の場を設けることにより参

加者の活動意欲の醸成を図るとと

もに新たな参加者を募集する機会

とすること。 
また、一般市民への施設周知の機会

とすること 

釜石公民館

＆浜町分館

自主活動グ

ループ 

○時期（予定） 
 ９月下旬 
○内容（予定） 
 作品展示、活動成果の

実演等 

平田ひよこ教室 各々に抱えている育児に対する不
安や心配事を親子の交流を通して

解消することを図り、今後の育児に

対する自信を持たせること。 
また、子供にとっては他児と遊ぶこ

とを通し、コミュニケーションのと

り方やルールを守ることの大切さ

を身に付けさせること 

乳幼児を持

つ親等 
○時期＆内容（予定） 
 ①５／１３（火） 
  「はじまりの会」 
 ②５／２９（木） 
  「サツマイモを植え

よう」 
 ③６／１７（火） 
  「歯のお話」 
 ④７／１（火） 
  「七夕会」 
 ⑤８／５（火） 
  「水遊び」 
 ⑥９／９（火） 
  「遠足」 
 ⑦１０／２５（土） 
  「収穫祭」 
 ⑧１１／５（火） 
  「おやつ作り」 
 ⑨１２／１６（火） 
  「クリスマス会」 
 ⑩１／１３（火） 
  「みずき団子作り」 
 ⑪２／３（火） 
  「豆まき」 
 ⑫３／１０（火） 
  「おわかれ会」 

地域健康講座 健康講話を通じた健康に関する知

識の習得と理解の促進、料理教室等

を通じた栄養に関する知識習得や

適正なカロリー摂取の重要性など

の理解の促進、ニュースポーツ体験

を通じた運動の重要性についての

釜石地区、

平田地区住

民 

○時期 
  随時 
○内容 
  健康講話、料理教室、

栄養指導、ニュース

ポーツ体験等 



理解の促進と楽しい体験など様々

な機会を捉えて市民の健康づくり

のサポートをすること。 
 また、高齢者等が集まる機会を設

けることにより外出意欲の促進と

閉じこもり防止を図ること 
何でも健康相談 保健師、看護師、栄養士等が地域住

民が抱えている健康に関する悩み

についての相談を受け、それに対す

る適切なアドバイスを行うことに

より問題解決に導き、相談者が健康

的な生活を送れるようにすること 

釜石地区、

平田地区住

民 

○時期（予定） 
 ・釜石地区、平田地区

は原則月１回 
 ・大町青葉通りでの青

空市開催期間中 
 ・浜町分館は随時 
○内容（予定） 
 健康相談、栄養相談、 
歯科相談 

歯科医師による歯

の無料健康相談 
歯は全身の健康に影響がある大切

な器官にも関わらず気軽に相談で

きる体制が整っていないのが現状。 
そこで、釜石歯科医師会の協力をい

ただき、歯科医師との無料相談の機

会を設けることにより口腔ケアの

推進や早期治療による市民の健康

づくりにつなげようとするもの 

一般市民 ○時期（予定） 
 ・釜石市保健福祉セン 
ターでは原則月１回 
 ・浜町分館では随時 
○内容（予定） 
 ・釜石市保健福祉セン 
ターでは原則個別相

談 
 ・浜町分館では歯に関

する講話と対話＆個

別相談 
まちづくり検討会

提案事業 
 
（新規） 

平成１９年度に実施した釜石健康

まちづくり検討会で提案された事

業を実施することにより、地域課題

解決の一助とすること 
また、市と市民が一体となったまち

づくりにつなげていくこと。 

釜石地区、

平田地区住

民、 

○時期（予定） 
  ６月～３月 
○内容（予定） 
 ・「はーとふるカード作

成事業」（一人暮らし

高齢者などの見守り

カード作成事業） 
 ・「地域の茶の間事業」

「シルバーステーシ

ョン青葉～特技を生

かそう～」（高齢者な

どが気軽に立ち寄れ

る、集まれる場の整

備と空き店舗の活

用、特技を持った人

など地区の人材を活

用する場の設定） 



 ・「かまリンピック

2008～元気をつく
ろう～」（地区活動の

活発化、世代間交流

の実施、健康推進な

どを目的とした地区

のスポーツ大会を開

催することにより町

内会活動の活性化と

地域間交流を推進） 
地域支え合いマッ

プづくり事業 
災害時において高齢者や障がい者

が安全に避難することができるよ

うな体制づくりを進めていくこと

により、平常時から地域住民が支え

合うことができる地域社会づくり

につなげること。 
 
※19 年度に県のモデル事業として
実施した事業について、事業対象

町内会と協力し単独事業として

継続、支援体制の確立を目指すも

の 

松原町、嬉

石町、大平

町住民 

○時期（予定） 
  ５月～３月 
○内容（予定） 
 ・要援護者の特定、支

援者の選定と支援体

制の整備 
・地域の情報網の整備 
・地域の危険箇所の特

定、避難経路の確認 
 ・地域資源（人や物、

建物など）の確認 
 ・釜石地域災害医療訓

練（トリアージ訓練）

への参加 
 ・その他 

釜石公民館だより

の発行 
釜石公民館（釜石地区生活応援セン

ター、平田地区生活応援センター）

活動（事業予定及び事業結果等）の

情報提供により活動についての理

解を深めていただくとともに事業

等に参加していただくこと 
町内会や自主活動グループ等の活

動を紹介することにより自分たち

の活動の参考にしていただくこと 
健康づくりに関する情報提供をす

ることにより地区住民の健康づく

りを助長すること 

釜石地区、

平田地区住

民 

○発行時期 
  原則月１回 
○発行対象 
  地区住民 
○発行部数 
  約８００部 
○目標 
  全世帯配布 
  （約3,400世帯） 

地域会議 
 
（新規） 

地域住民の声を直接市の政策決

定・実行に反映させること、また、

政策決定の一つの手段として確立

させること 

釜石地区住

民、平田地

区住民 

○時期 
  ７月以降 
○内容 
  地域会議（釜石地区、

平田地区）の設置 
 



【平成 20 年度釜石市立甲子公民館運営方針】 

１ 基本方針 

 釜石市の生涯学習行政の方針等を踏まえ、地域の生涯学習を推進する機関として、公民館の果

たすべき役割を認識し、地域住民の活動の拠点として、「いつでも、どこでも、だれでも」が学

習の機会と場を得られるように努め、もって公民館の機能が十分発揮されるように努める。 

２ 事業計画 

『公民館主催事業』 

① ふれあい広場 

・地域の「くらしや遊び、伝統行事等の伝承」や奉仕活動、レクリェーションなどを通して世

代間交流を深めるとともに、地域に対する理解を図り、地域における青少年健全育成活動の

一助とする。 

  ・対象  小・中学生、甲子地域住民   

  ・予定事業 「お楽しみ映画会」「昔遊びと工作」「ウォークラリー大会」等 

・時期  ６月～１月 

  ② ゆうゆう講座 

・今日的な生活課題（健康・料理・趣味等）の学習を通して、ともに楽しさや潤いのある生活

を求めるとともに家庭や地域社会での実生活に役立てる。 

  ・対象  甲子地域住民 

  ・予定事業 「カゴ作り」「調理実習」「エクササイズ」等 

・時期  ５月～１２月 

  ③ 実年講座（出前講座） 

・公民館所在地より遠隔地の地域住民を対象に開催し、「いつでも・どこでも・だれでも

が」利用できる公民館の役割を果たす。講座内容については、地域住民と相談の上実施

する。 

 ・対象  甲子地域住民 

 ・予定事業 「ウォーキング教室」「布ワラジ作り」等 

・時期  ５月～３月 

④ 甲子女性セミナー 

・地域の女性が趣味を広げ、教養を高めるとともに会員同志の親睦を図り、心の 

    ふれあいを大切にしながら学習し、楽しく生き生きと生活ができるような講座 

    とする。 

   ・対象  甲子地域女性 

   ・予定事業 「和菓子作り」「リズム体操」「館外研修」等 

・時期  ５月～３月 

⑤ かっつおでんせ講座 

・各季節（時期）及び地域住民のニーズ等に対応した講座（料理・趣味・健康）を開催し、



より多くの人々が公民館を利用できるようにする。 

   ・対象  甲子地域住民 

   ・予定事業 「調理実習」「健康体操」等 

・時期  ４月～３月 

⑥ パソコン教室 

・公民館にあるパソコン(４台)を利用し、初心者を対象に実施する。 

    （毎週木曜日・１０時～１２時.但し６月のみ金曜日） 

   ・対象  甲子地域住民 

   ・時期  ６月～３月                                                                          

⑦ ウォーキング教室 

・健康維持・増進のために、毎月１回実施し、ウォーキング人口を増加させる。 

   ・対象  甲子地域住民 

   ・時期  ６月～３月 

⑧ 広報活動 

   公民館事業等を掲載した、公民館だより「かっつまづ」を月１回発行する。 



平成 20 年度釜石市立小佐野公民館「生涯学習行政の方針と計画」 

 

Ⅰ 運営方針 
平成 17 年度策定した「釜石市生涯学習推進計画」を踏まえ、「学び」「健康」「地域づくり」を

キーワードに、地域の生涯学習のセンターとして、個人の学びを推進することは勿論のこと、地

域課題・生活課題を地域の皆さんと共に知恵を出し合いながら、解決していくことを目指します。 

特に当地区は公民館が新設された唯一の地区で、人口は市の 1/3 を有しながら、拠点となる地

区公民館がなかったため、他地区と比べ「公民館」という名称に馴染みがなく、また、公民館活

動への関心も相対的に薄い地区と思われます。そこで、地域住民との連携と協調を第一とし、セ

ンター職員が常に地区に出向くことで、「健康で安心して暮らせるまちづくり」「学び育て、参画

を育むまちづくり」の実現を図り、公民館の機能が十分発揮できる体制づくりを進め「学び」「健

康」「地域づくり」を推進してまいります。 

  

２ 重点目標 

 (1)  地域住民に親しまれ、気軽に立ち寄ることができ、地域住民に役立つ公民館の運営に努め

ます。 

(2)  一生涯の学びを提供するため、各年代の学習ニーズの把握に努め、学習の機会と場の提供

に努めます。特にも現代的な課題など、地域課題・生活課題に関する学習環境の整備を推進

します。 

(3)  青少年の健全育成の観点からも、児童･生徒等に対し、豊かな体験の場、学習機会の提供・

確保に努めます。 

   土曜日や長期休暇を利用し、子ども達が公民館活動に積極的に参加できる事業（講座）を

企画立案するとともに、小･中学校、学童育成クラブ、児童館や、ＰＴＡ等と連携協力して

まいります。 

（4） 健康まちづくり検討会など、地域住民と直接対話し、知恵を出し合う機会を設け、提案 

された意見等を公民館の実施計画に反映します。 

（5） 乳幼児から高齢者に至る健康づくりの推進を行います。 

（6） 地域の自主学習グループ等に活動の場を提供するなど、主体的な学びに対して支援を行 

うとともに、人材の育成を図ります。 

 （7） 諸事業を推進するに当たり、関係機関･団体等との相互連携・協力関係を密にし、効果的

な運営を心がけます。 

  各町内会、民生委員協議会、学校、地区内の行政・医療・保健機関等との連携協力体制を

構築します。 

(8)  地域の身近な課題の解決や、地域の特色を生かした魅力ある地域づくりを、地域の皆さん
が主体となって進めていくための「地域会議」を創設します。 



 
Ⅱ．事業の概要 

第Ⅰ 総合的な生涯学習推進体制の整備 

1 推進組織の充実 

                    ☆印は新規又は重点施策 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

公民館運営審議会 社会教育法の規定により、公民館長の諮問に応

じ、公民館における各種の事業の企画実施につき

調査審議を行う。 

審議会

委員 

年 2回 

5・3 月 

小佐野公民

館 

小佐野地区まちづ 

くり検討会 

「地域とのつながり」「地域情報を得る」「地域

課題を知る」を重視しながら、平成 19 年度に開

催し、まとめた「健康まちづくり検討会」の結果

を踏まえ、住民と行政がお互いに知恵を出し合

い、役割を明らかにした活動を推進する。 

 また、検討会参加者には、公民館活動の事業評

価、モニターの役割を担ってもらう。 

検討会

参加者 

年 1回 

 

小佐野公民

館 

各種事業実行委員 

会 

 健康まちづくり検討会で提案された「成果発表

の場」としての公民館まつりをはじめ、公民館が

実施する各種事業について、住民・自主活動グル

ープからの委員を募り活動を推進する。 

地域住

民 

随 時 小佐野公民

館 

 

 
 
２ 学習機会・学習情報の提供、相談体制の充実 

 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

公民館だよりの発 
行 

 公民館事業、その他地域の情報をＰＲするため

「小佐野公民館だより」を発行する。 

 地区住民／約 2,000 部発行 

 内容／イベント周知・結果報告、保健事業等の

情報、地域の話題、地域のお宝紹介など

管内住

民 

毎月 1

回 1 日

発行 

 

生涯学習相談体制 
の充実（学習コーデ 
ィネート） 

常時に窓口で学びの相談に対応（講師紹介、連

携事業採用等）する。そのことにより住民の学習

意欲の向上、地域活動の推進に積極的に寄与す

る。 
 

管内住

民・団体 
年 間 小佐野公民

館 

 
 



 
 ３ 生涯学習関連施設（学びの場）の充実 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
施設の貸館及び公

民館文庫の貸し出

し 

・自主活動グループ、一般（有料）団体に対して、

 活動の場として施設ホール等の貸し出しを行

う。 

 時期／年末年始を除く 9:00～21:00 

・所蔵図書の整理・充実に努め、地区住民等が閲

覧、借入れができるようにする。 

市 民 年 間 小佐野コミ
ュニティ会

館 

施設の維持管理  老朽化が進むコミュニティ会館施設の補修を、

緊急度を勘案しながら、利用者の利便を損なわな

いよう計画的に進めるほか、清掃業務・消防機器

点検等の各種委託業務を実施する。 

 また時間外・休日等の施設業務を小佐野町内会

に委託する。 

 年 間 小佐野コミ

ュニティ会

館 

 
 
 ４ 人材の育成と成果の活用 

 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

☆地区高齢者お宝

バンク登録事業 
 健康まちづくり検討会で提案された取組み。 
 高齢者が持つ技能、知識を発掘・登用し、公民

館事業、学校行事等に積極的に活用する。 
 内容／人材登録、講座開設、文化伝承活動 

地区住

民（高齢

者） 

年 間 管内各地区 

☆公民館まつり 
 

 健康まちづくり検討会で提案された取組み。 
小佐野公民館設置 1 周年を迎え、公民館登録
自主活動グループや、地区内の団体を一堂に集

め、発表や展示その他のイベントを行う。 
学習成果の発表により、お互いの交流を深め今

後一層の活動意欲の向上を図りながら、生涯学習

の振興に資する。 
 内容／舞台発表、展示、男の料理対抗戦など 
 

地区住

民 
秋～冬 小佐野公民

館 

☆公民館サポート

スタッフの募集 
 公民館事業等の企画・運営に協力していただく

地区住民を募集・活用し、地域リーダーの育成を

図る。 
 

地区住

民 
年 間 小佐野公民

館 
 
 

  
 



 
第 2 生涯の各時期（ライフステージ）における生涯学習の充実 
１ 子育てを支援する家庭教育環境の充実（乳幼児） 

 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

☆子育て支援拠点

「アンファン」と

の共催事業 

 昨年度開所した中妻町の子育て支援拠点「アン

ファン」との共催により、各種事業を展開し、乳

児同士・保護者の交流と、育児不安の解消、その

後の自主活動グループ化を見据えた第一歩とす

る。 

 内容／おおきくなぁれ！！ちびっこ農園（野菜

植え、収穫・調理（3講座） 

    朝ご飯レシピ、健康相談など 

乳幼児

を持つ

親等 

年 間 小佐野公民

館ほか 

このゆび、と～ま

れ！ 

 甲子生活応援Ｃ、

甲子地区子育て

支援Ｃと共催事

業 

 

 乳幼児とその保護者を対象に、季節ごとの伝統

行事等の体験活動や、安全安心なおやつづくりな

ど食育をあわせて実施する。 

 内容／芋掘り（焼芋会）、みずき団子づくり、

おやつづくり 

乳幼児

を持つ

親等 

年 間 小佐野公民

館ほか 

すこやか子ども相 

談・保育園巡回相談 

  

 個別の育児相談への対応、保育所等施設に出向

いての口腔チェック、生活指導を巡回して行う。

幼 児 年 間 管内の各施

設 

 

 

２ 青少年の心を育む学習機会の充実 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

挑戦！体験!!ワン 

ダーらんど 

 小学生が自然体験・創作活動を通じて、働くこ

と、身体を動かすことの大変さ、達成感を実体験

してもらうことで、心豊かでたくましい子どもの

成長に寄与する。 

内容／キッズファーム、鉄の歴史学習＆ピクニ

ック、洞窟探検、野菜収穫・調理（2回）、

   クリスマスリース、スポーツ体験＆科学

学習 

双葉小、

小佐野

小児童 

年 間 市民農園、

小佐野公民

館ほか 

小佐野寺子屋事業

（ｻﾏｰｽｸｰﾙ・ｳｨﾝﾀｰｽｸ 

ｰﾙ） 

 長期休暇中の子どもの居場所、体験・学習活動
の提供を行う。 
 内容／将棋道場、ミニシアター、伝統文化体験、

スペース開放、地域餅つき大会など 

小佐野

小児童、

地区住

民 

長期休

暇中 
小佐野公民

館ほか 



小佐野ふれあいデ

ー 
 小佐野小ＰＴＡ

との共催事業 

 子どもと地域との交流事業で昨年度初めて開 
催した。5者（子ども、親、学校、地域、公民館） 
の連携により、地域の教育力向上に向けた取組み 
を行う。 
 内容／昔遊び、木工教室、バザーなど 

児童、地

区住民 
秋 小佐野小学

校 

☆家庭教育学級支

援事業 
 ＰＴＡ等と共催 

 少年期・思春期の子どもを持つ保護者等を対象

に、子育て講演会などを協働で開催する。 
  

双葉・小

佐野小

学校 

年 間 各学校 

☆地元学おさらい

事業 
 以前行った地元学を風化させないため、地区別

の地元学を開催し、地区の誇れる場所、危険箇所

等をまとめる。 

 内容／現地調査（ウォークラリー）、ワークシ

ョップ、簡易マップづくり 

管内児

童生徒、

地区住

民 

未 定 各地区 

 
 
３ 成人教育の推進（青年・実年・高齢者） 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
ふるさとを知る志

民講座 

釜石・周辺の歴史・文化・資源を見つめ直し、

教養を深めることで、一人ひとりが、まちづくり

資質を育むことを目的とする。 

内容／地区の歴史講座等 

市 民 年 間 小佐野公民

館ほか 

☆働き盛りの栄養

講座 

 単身者等の健康を維持するために、簡単なメニ

ュー、バランスのとれた食生活の普及を図る。 

市民又

は地区

住民 

年 間 小佐野公民

館 

☆メタボリック予

防スポーツ教室 

 各種スポーツ器具を使用し、健康的な痩身を図

ることで、体力の維持、生活習慣病を予防する。

市 民 年 間 ジム 

初心者のためのパ

ソコン講座 

 初心者や忘れてしまった方々を対象に、パソコ

ンを基礎から学ぶことを目的としたパソコン講

座を開催。単なるパソコン学習だけでなく、生き

がいづくり、認知症予防、様々な交流につなげる

ことを目的とする。 

講師／ｅネット・リアス会員 

内容／文章作成集中講座とする。 

管内住

民 

年 間 小佐野公民

館 

☆パソコン講座パ

ートⅡ 

 

初心者のためのパソコン講座修了者を対象に、

より高度な要求に応えることを目的に開設。期間

を設けず長期にわたる講習会とする。 

時期／6月～ 毎週木曜日 

内容／ワード応用、エクセル等 

初心者

講座修

了者 

年 間 小佐野公民

館 



☆転入者のための

「知っとこ！か

まいし見どころ

体感ツアー」 

 転入者を優先に、釜石の見どころ・文化をＰＲ

し、釜石に馴染んでもらうともに、特に転入教職

員の参加した場合、子ども達に得た知識を伝えて

もらうことも企図する。 

 内容／橋野高炉、ｳｨﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ、根浜、郷土資料

    館、鉄の歴史館、平田地区、星座石 

 講師／釜石観光ボランティアガイドの会 

 

市 民 5 月 17

日（土） 

市内各所 

健康介護相談会 

（小佐野・管内出張

講座） 

 

 心身の健康に対する個別の相談に応じ、必要な

助言を行い、地区住民が健康を維持又は改善し、

安心して暮らすことができるよう保健、歯科、栄

養に関する相談全般に対応する。 

 内容／血圧・尿検査・歯科検診、食事指導 

 

管内住

民 

年 間 小佐野コミ

ュニティ会

館ほか管内

各所 

中妻地区スクラム

メイト事業 

 地域住民の健康保持・促進のため、自ら研修・

実践するグループ活動として昨年度立ち上げた

ものを、将来的には自主運営できる組織に育成す

る。地域コミュニテイの育成も視野に入れる。 

 内容／まちづくり出前講座（学習）、交流会、

体操＆レク、塗り絵、調理実習、ｳｫｰｷﾝ

ｸﾞ、リリアンなど 

中妻地

区住民 

年 間 中妻北地区

コミュニテ

ィ消防セン

ターほか 

 

 

 

男の料理教室 

（生活習慣病予防ﾍ

ﾙｼｰｸｯｷﾝｸﾞ） 

 

 少子高齢化や男女共同参画社会が進展する中

で、「男子厨房に入り、料理を楽しむ」ための講

座として開催する。 

 調理実習を通して交流の場を広げるともに、自

らの健康保持、心身のリフレッシュを図る。 

 内容／調理実習、健康講座、ゲーム 

 実施地区／小川、向定内 年度内 1地区新設目

標 

地域住

民 

年 間 各地区集会

所 

各地区ｳｫｰｷﾝｸﾞ教室  正しいｳｫｰｷﾝｸﾞを学び、実践することで、気軽

な健康づくりの浸透を図る。 

 実施地区／小佐野、小川、向定内、中妻 

      順次実施地区を増やす 

地区住

民 

年 間 各地区 

自主活動グループ

等支援 

 

 国保ヘルスアップ事業修了者、地区住民自主活

動グループなど、要請に応じセンター職員を健康

教育等の目的で派遣し、運営の支援を行う。 

 支援団体／源太沢いっぽの会、向定内ひまわり

会、小川すみれ会、いきいき“20”

地区団

体 

年 間 各地区 



 
そ の 他 

 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
☆地域会議  地域の身近な課題の解決や、地域の特色を生か

した魅力ある地域づくりを、地域の皆さんが主体

となって進めていくための会議の創設。 

管内住

民 

年 間 小佐野コミ

ュニティ会

館ほか 

☆管内地区対抗ﾆｭｰ

ｽﾎﾟｰﾂ運動会 

 健康まちづくり検討会で提案された取組み。 
 健康づくりと世代間交流、地域活動を活発にす 
るため、誰でもが楽しく参加できるﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂを活 
用した地区対抗運動会を開催する。 
 内容／ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ（約 8種）、競技は大人と子ど
ものﾍﾟｱ、芋煮会等 

管内住

民 

秋頃 管内のｸﾞﾗｳ

ﾝﾄﾞ 

☆ワンコインクラ

ブ 

健康まちづくり検討会で提案された取組み。 
高齢者が生きがいを持ち、皆と触れ合える場を 
つくる。 
 内容／1回ワンコイン（100円 or500円）でゲ
ーム等楽しく過ごせる場をつくる。 

管内高

齢者 

未定 未定 

 
 
 
○小佐野公民館で活動している自主サークルは次のとおりです。 

（平成 20 年 5 月現在 40 団体） 

サークル名 活動内容 活動日 

導引養生功 

着付け同好会 

正棋会 

練功 

さつきの会 

小佐野栄和・春幸会 

釜石市野球ｽﾎﾟｰﾂ少年団 

自然食ふれあい教室 

小佐野碁友会 

恵の会 

釜南硬式野球部父母会 

日本原色押花福祉協会 

小佐野いきいき健康講座 

小佐野町内会婦人部 

気功・ストレッチ 

着物の着付け、礼法 

将棋の対局・指導 

練功練習 

俳句 

高齢者の親睦と健康づくり 

ｽﾎﾟｰﾂ振興（会議等使用） 

地産地消・郷土料理づくり 

囲碁の勉強・交流 

踊り 

野球後援会（会議等使用） 

押花勉強会 

健康保持・改善 

カラオケ・踊り 

毎週金曜日 18:00～20:00 

毎月第 1・3金曜日 13:00～16:00 

毎週火・金曜日 9:00～16:00 

毎週火曜日 13:00～15:30 

毎月第 3木曜日 10:00～12:00 

毎週金曜日  18:30～21:00 

不定期 

不定期 

毎週木・土曜日 毎月第 2・4日曜日 

毎週木曜日 19:00～21:00 

不定期 

毎月第 1・4土曜日 12:00～17:00 

毎月第 1or2 金曜日 10:00～11:30 

毎週木曜日 18:00～21:00 



ガールスカウト岩手第 1団 

釜石市家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ連盟 

釜石市体育指導委員甲子地区 

レッツ・スリム 

釜石市手をつなぐ育成会 

空手同好会 

KRT（サッカー・フットサル） 

希望の会 

なつかしの釜石を記録する会 

水墨二期会 

釜石芸能連合会 

釜石年金者組合俳句会 

円の会 

小川 1地区子供会 

キッズ・ダダ 

釜石ビデオクラブ 

釜石さつき愛好会 

新日本婦人の会釜石支部 

釜石短歌会 

すずらん会 

手芸 

鶴浜会 

三陸ﾌｨｯｼﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

いきいき“20” 

フラ友の会 

弥生の会 

訓練・集会 

会議等使用 

会議等使用 

健康推進グループ 

ボランティア 

空手練習 

会議等使用 

知的障害児支援 

情報収集・発行 

墨絵の勉強会 

踊り唄の練習 

俳句 

武術太極拳 

レク等 

子どもエアロビクス 

ビデオ撮影・編集 

さつき盆栽研修 

学習会 

短歌合評会 

太極拳練習 

手編み作品 

太極拳練習 

会議使用 

生活習慣改善に関する学習体操 

フラダンス練習 

手作りバッグ 

月 1回不定期 

月 1回不定期 

毎月第 2火曜日 19:00～21:00 

毎月第 1・3月曜日 13:00～16:00 

不定期 

毎週月・金曜日 19:00～21:00 

不定期 

不定期 

不定期 

毎月第 2水曜日 13:00～15:00 

毎月 1回不定期 

毎月第 1水曜日 

毎週火・木曜日 9:30～12:00 

長期休暇中 

毎週土曜日 18:00～19:30 

月 1 回不定期 

毎月第 3日曜日 13:30～17:00 

不定期 

毎月第 3月曜日 

毎週木曜日 

毎月第 2・4木曜日 

毎週水曜日 18:30～20:30 

不定期 

毎月第 2・4金曜日 13:00～14:30 

毎月 1・2回金曜日 

不定期 

 

 



平成 20年度釜石市立鵜住居公民館運営方針と事業計画（案） 
 
方針 
  釜石市生涯学習行政の方針を踏まえ、地域の生涯学習を推進する機関として、公民館の果たす

べき役割を認識し、地域住民の活動の拠点として、公民館の機能が十分発揮されるようにします。 
 そのためにも、地域住民との連携と協調を図りながら、自らの人生を豊かにし、安心して生き生

きと暮らせる地域づくりへの大きな力となる「生涯学習」としての各種事業を推進します。 
 
２ 事業計画 

(1) 公民館主催事業 
 事 業 名    開設の趣旨（事業内容）等  対  象  時 期 
 
いきいき 
 シルバー教室 

 高齢者の健康づくり及び趣味や教養の講座、生

活上の問題学習講座を開設し、高齢者の家庭生活

や社会生活の向上に資するため各種講座を開設し

ます。 
①健康体操と健康の話  ②身近な問題を知ろう

－もし地震があったら・長寿医療制度（後期高齢

者医療制度）  ③室内ニュースポーツ  ④手

芸「履いて爽快―布ぞうりに挑戦」  ⑤レクリ

エーション 他 

高 齢 者 
６月～ 

11月 

 
実年ひろば 

子育てや、退職などにより家庭生活に「ゆとり」

が出来る世代を対象に、「健康づくりや体力づく

り」、「食生活」などの今日的な生活課題や地域課

題等の学習を通して、潤いある生活を求めるとと

もに家庭や地域社会での実生活に役立てる。 
①運動（室内ニュースポーツ）  ②自然散策（和

山）  ③調理実習と健康の話  ④館外研修「ワ

イン工場見学とフルーツ狩り」  ⑤手芸 絵手

紙（2 回）  ⑥調理実習(正月料理に一工夫)
⑦いざというとき役立つ知識（自分もできる救急

救命 AEDの操作）  ⑧レクリエーション 

女  性 
５月～ 
３月 

 
男の手料理 

 積極的に厨房に入る心をもって料理を楽しむこ

とで、自分自身の生活に新たな潤いを得、また、

健康作りを目的に自身の食生活改善のため料理を

学び、家庭や地域社会での実生活に役立てる。 
①高原の自然散策（和山）  ②館外研修 手打

ちソバ（橋野町）  ③プロに学ぶ握りずし  ④

調理実習と健康の話  ⑤調理実習と成果発表会 

男  性 

 
６月～ 
 ３月 

 
わんぱくワイ・わ

い広場 

 子ども達の『居場所つくり』として、異学年の

子ども達が交流する機会を提供し、物をつくる喜

びや遊ぶ楽しみ等を実感すると共に親子の共同作

業を通じたふれあいの機会を提供する。夏休み・

冬休みの長期休業の時期に開催。 
①夏休み親子調理教室（2 回） ②冬休み親子調

小学生以下の子

供とその保護者 
8月 
1月 



理教室 ③冬休み親子お楽しみ会「人形劇と紙芝

居」  
 
 
 
公民館出前講座 

 公民館所在地より遠隔地域である箱崎町・両石

町・片岸町等の地域住民を対象に町内会（婦人部）

及び漁協婦人部等と協議し、各種講座を開催し「い

つでも・どこでも・だれでもが」利用できる公民

館としての目的を果たし、公民館活動のより一層

の充実を図る。 
①片岸出前講座 健康体操（高齢者対象） ②両

石地区出前講座（未定） ③箱崎地区出前講座（未

定） 

各地区の 
一般住民 

５月～ 
３月 

 
 (2) 公民館共催・後援事業 
  ① 鵜住居地域振興協議会との共催事業 
    「第 24回鵜住居町民文化祭」の開催 
  ②  小学校地区子供会との共催事業 
   小学校長期休み期間及び土･日曜日等に実施を検討（子供会によび掛ける） 
② 放課後子供教室の開催 

     生涯学習スポーツ課が主体となって実施する「放課後子供教室」の鵜住居小学校区の会

場として鵜住居公民館を提供 
 

(3) 公民館だより「うのとり」の発行（毎月１回） 
   公民館事業等の予定紹介や活動内容の周知を図るとともに、鵜住居地区生活応援センターや

地域活動等の情報を提供する。 
 



平成 20年度 栗橋公民館運営計画 

1 運 営 方 針 

(1) 基本方針 
釜石市社会教育行政基本方針並びに主要施策を踏まえ、公民館の果たすべき役割を認識し、

社会教育諸機関、社会教育諸団体との連携を深めながら地域における生涯学習と生涯スポー

ツの拠点として、学習の機会と場の提供に努める。 
さらに、地域の伝統文化、自然、人とのふれあい交流活動の展開を大事にしながら、「心

豊かな人づくり・心ふれあう古里づくり」を目指して公民館活動のより一層の充実を図る。 
(2) 重点目標 
ア 地域住民に密着した公民館活動を展開し、地域の人々から親しまれる公民館運営を図る。 
イ 地域住民の学習とスポーツ要求に応え、生涯各時期にふさわしい学習とスポーツの機会

と場の提供に努める。 
ウ 地域における伝統文化、自然、人とのふれあい交流活動を一層すすめ、郷土理解と愛護

精神の醸成に努める。 
エ 学校、PTA、児童生徒との連携を踏まえ、豊かな経験の場、学習とスポーツの機会の提
供・確保に努める。 
オ 地域の自主活動グループや同好会との連携を図り、日常活動を奨励援助し、活動の定着

に努める。 
(3) 運営の重点 
ア 講座の開設は、地域の地理的条件を考慮して出前方式をとっていく。 
イ 事業推進に当たっては、地域の諸団体との連携のもとに進める。 
ウ 過疎、少子高齢化地域であることから、講座への出席数の多少よりも充足感を求めてい

く。 
エ 地域への訪問を適宜行い、人々との会話を図り、連携を深めていく。 
オ 地域の団体や自主活動グループ、同好会活動の育成、促進を図っていく。 
カ 定期的に発行する公民館だより（生活応援センターだより）の中で、公民館活動への理

解と協力（学習広報）を図っていく。 
 
2 重点事業実施要項 

(１) 山びこふれあい教室 
ア 主 催  栗橋公民館 釜石市教育委員会 
イ 対 象  栗橋地域の小中学生、父母、祖父母、一般 
ウ 開設期間  平成 20年 5月～21年 2月（9講座） 
エ 会 場  栗林小学校体育館 砂子畑さんあいセンター、橋野ふれあいセンター、中村

分館ほか 
オ 受講料  無料（ただし、材料費等は自己負担とする） 
カ 学習計画 
№ 期 日 テーマ・内容 会場 講師等 

1 5月 31日(土) 
9：00～11：30 夏の野鳥を観察しよう 青ノ木グリー

ンパーク 
釜石野鳥の

会会員 

2 6月中旬 
9：00～11：00 鵜住居川の生物と水質を調べよう 道々橋付近の

河川敷 
市環境生活

課 

3 6月下旬 
9：00～11：00 郷土を花で飾ろう。 どんぐり広場・

太田林花壇 
橋野地区老

人クラブ 

4 9月下旬 
9：00～11：00 秋の野山を観察しよう 和山高原ほか 釜石地方森

林組合 

5 12月下旬 
10：00～12：00 しめ縄づくりに挑戦しよう 中村分館 地域住民 

地区 PTA 

6 1月上旬 
10：00～13：00 みずきだんご作りを楽しもう 橋野ふれあい

センター 
寿友の会・橋野

小PTA・児童 

7 1月下旬 
9：00～12：00 

餅つき大会を楽しもう 
・小正月伝承活動への関心を高める 栗林小体育館 栗 林 小 児 童PTA地域住民 



  

8 2月上旬 
9：00～12：00 冬の野鳥を観察しよう 鵜住居川河口

周辺 
釜石野鳥の

会会員 

9 2月中旬 親子で楽しく料理しよう 橋野ふれあい

センター 市栄養士 

 
(2) 山びこ生き生き教室 
ア 主 催  栗橋公民館 釜石市教育委員会 
イ 対 象  栗橋地域住民 老人クラブ会員 
ウ 開設期間  平成 20年 6月～20年 11月（6講座） 
エ 会 場  学校校庭 橋野ふれあいセンター 中村分館ほか 
オ 受講料  無料（但し、経費等は自己負担とする） 
カ 学習計画 
№ 期 日 テーマ・内容 会場 講師等 

1 6月 11日（水） 
9：00～11：30 開講式 グランドゴルフを楽しむ。 橋野小学

校校庭 
生活応援セ

ンター 

2 6月 18日（水） 
9：00～11：30 グランドゴルフを楽しむ。 栗林小学

校校庭 
生活応援セ

ンター 

3 7月中旬 
8：30～16：00 史跡を訪ねて 宮古市アジ

ア民族村 
橋野地域住

民 

4 9月上旬 
8：00～16：00 史跡を訪ねて 宮古市アジ

ア民族村 
栗林地域住

民 

5 10月中旬 
14：00～16：00 

長寿社会を生きる。 
・いつまでも健康であるためには 

橋野ふれあ

いセンター 
生活応援セ

ンターほか 

6 11月中旬 
14：00～16：00 

長寿社会を生きる。 
・いつまでも健康であるためには 

栗橋地区基幹

集落センター 
生活応援セ

ンターほか 
 
(3) 山びこ女性教室 
ア 主 催  栗橋公民館 釜石市教育委員会 
イ 対 象  栗橋地域の女性 
ウ 開設期間  平成 20年 6月～21年 2月 
エ 会 場  砂子畑さんあいセンター 橋野ふれあいセンター 
オ 受講料  無料（但し、教材費、実習材料費等は自己負担とする） 
カ 学習計画 
№ 期日 テーマ・内容 会場 講師等 

1 6月下旬 
19：00～21：00 

開講式 
ペーパークラフト講習会 

砂子畑さんあ

いセンター 未定 

2 9月中旬 
19：00～21：00 ポーセラーツ講習会 砂子畑さんあ

いセンター 葛西香奈 

3 9月下旬 
19：00～21：00 ペーパークラフト講習会 橋野ふれあい

センター 未定 

4 11月下旬 
9：30～13：00 郷土料理を学ぶ 橋野ふれあい

センター 
地域住民・

市栄養士 

5 11月下旬 
9：30～13：00 郷土料理を学ぶ 砂子畑さんあ

いセンター 
地域住民・

市栄養士 

6 1月下旬 
9：30～13：00 郷土料理を学ぶ② 橋野ふれあい

センター 
地域住民・

市栄養士 
 
(4) 講演会 
ア 共催団体  橋野小学校 同 PTA 地域住民 
イ 対 象  橋野地域住民 
ウ 開設期間  平成 20年 11月（日時未定） 
エ 会 場  橋野ふれあいセンター 
オ 講師・演題  （未定） 
カ その他  日時、講師、演題等は、共催団体と打ち合わせのうえ具体化する 



  

3 共催事業実施要項 

(1) もの忘れ予防教室（栗橋地区生活応援センター） 
ア 内 容  「認知症」はどんな病気か、症状はどうか。早期発見するにはどうするか、

進行を遅らせることはできるかなどをテーマとし、調理実習、血圧測定等を実

施する 
イ 時 間  10時～12時 
ウ 講 師  市（生活応援センター） 
エ 対 象  栗橋地域の中高齢者 
オ 回 数  18回 

 
(2) 健康相談 
ア 内 容  健康に関する一般的な相談、栄養・歯科相談、血圧測定など 
イ 時 間  10:00～12:00及び 13:00～16:00 
ウ 講 師  市生活応援センター 
エ 対 象  栗橋地区住民 
オ 期 日  23回 

 
(3) 橋野ぴんしゃん組（平成 20年度 寿人生獲得大作戦 P10） 
ア 主 催  栗橋地区生活応援センター 
イ 共 催  栗橋公民館 
ウ 会 場  橋野ふれあいセンター 
エ 回 数  9回 
 

(4) 砂子畑・男の料理教室 
ア 対 象  砂子畑地域の中高齢男性 
イ 講 師  市健康推進課の栄養士・栗橋地区生活応援センター保健師 
ウ 会 場  砂子畑さんあいセンター 
エ 会 費  自己負担（前年度は 400円） 
オ 回 数  6回 

 
(5) ウォーキング教室 
ア 期 日  平成 20年 4月 22日（火）10：00～12：00 
イ 場 所  橋野町どんぐり広場 
ウ 対 象  栗橋地域住民 
エ 講 師  遠野健一氏（日本ウォーキング協会公認指導員） 
※ 以後毎週金曜日、可能な限り継続する 

 
(6) 植物観察会 
ア 期 日  平成 20年 8月 24日（日）10：00～14：00 
イ 場 所  和山地域（湿原） 
ウ 集 合  橋野町どんぐり広場（9：30集合） 
エ 内 容  植物観察、採集、標本作りについて 
オ 対 象  栗橋地域住民 
カ 講 師  鈴木弘文氏（釜石植物の会会長） 

 
4 その他の事業 

(1) 地域団体と連携をとりながら、随時出前講座を開催する 
(2) 公民館だより（生活応援センターだより）を毎月 2回以上発行し、行政連絡員に依頼して
全世帯配布する 

(3) 災害時に手を差し伸べる必要がある、あるいは普段の生活の中でも見守りが必要と思われ
る高齢者の把握や、災害危険箇所等の把握ができるマップづくりを行う 

(4) 昔は普通に行われていた農作業の「結いとり」は、社会情勢の変化などで実施することが
難しくなっているが、地域における生活（農作業、子育て支援、買い物等）に結いとりと

同じ精神の互助の形をつくれないか検討する 
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事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

「生き生き学

級」 

地域住民が相互の理解と親

睦、連帯意識の高揚を図りなが

ら学習し、明るく生き生きと生

活ができるようにする。 

①布ぞうりづくり教室 

（5/29、6/5、6/12）   

②植物観察会（6/11） 

③五葉山登山（7/5） 

④ラベンダー園見学会（7/9） 

⑤シーカヤック教室（8/30） 

⑥館外研修（11/12） 

⑦浜千鳥酒蔵見学会（１月下旬）

 

年令性別を

問わず子供

から高齢者

まで 

6 月～1月 唐 丹 公民

館ほか 

語り伝えよう唐

丹の文化 

「シルバー教

室」 

地域の高齢者の交流を深める

とともに、地域社会に伝わる歴

史的遺産、行事、文化等を記録

し、後世に伝える活動を行う。

また、講座終了時に健康相談、

血圧測定などを実施する。 

（今年度は、本郷地区、大石地

区を対象）   

 

本郷地区と

大石地区の

高齢者 

6 月～2月 本 郷 生活

改善セン

ター 

 

大 石 林業

センター 

「体験唐丹の歴

史」 

地域の歴史･文化･文化財を訪

問し、野外活動などの体験を通

じて地域の歴史を学習する。 

①奇岩亭清掃（4/12）   

②歴史の道探訪会（石塚峠、

5/31） 

③歴史講演会（11/22） 

④歴史の道探訪会（鍬台峠、

12/6） 

⑤拓本教室（2/7） 

地域住民 4 月～2月 唐 丹 公民

館ほか 

子育て支援教室

「ひまわり教

室」 

親子で自由に交流できる機会

や交流できる場を設けること

で、子育てにやさしい環境づく

入園前の乳

幼児とその

親 

4 月～3月 唐 丹 公民

館ほか 
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りを目指す。 

①はじまりの会（4/15） 

②お散歩（5/27、盛岩寺） 

③親子でダンス（6/24） 

④海水浴（7/29、片岸海岸） 

⑤プール遊び（8/26） 

⑥三鉄で遠足（9/30、） 

⑦ミニ運動会（10/14） 

⑧高齢者との交流（11/4） 

⑨クリスマス会（12/16） 

⑩紙しばい（1/27） 

⑪児童館との交流（2/17） 

⑫お別れ会（3/10） 

 

4月～3月 地域健康活動推

進員「唐丹スク

ラムメイト」 

自分自身及び唐丹町民の健康

づくりについて学び、考え、主

体的に活動を進めるスクラムメ

イトの活動を支援し、健康で生

き生きと暮らせる「まちづくり」

をめざす。 

①ヤーコン栽培と収穫祭（畑作

り 4/24、植え 5/21、収穫

11/17、調理講習 12/3） 

②ウォーキング教室 

（春 5/21、秋 10/30） 

③他地区との交流会（6/6、橋野）

④救急法講習会（7/3） 

⑤館外研修会（9/20） 

⑥認知症講演会（1/22） 

⑦心の病気勉強会（2月） 

⑧まとめと反省会（3月） 

 

スクラムメ

イト会員  
唐丹公民

館ほか 

「とうに寺子屋

教室」 

地域の生活･文化･自然などに

ついて体験学習を行いながら、

参加者相互の交流を深めるとと

もに、地域に対する理解を図り、

小学生と 

その親 

7 月～1月 唐 丹 公民

館ほか 
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青少年健全育成の一助とする。

①水生生物観察会（7/26） 

②漁業体験（8/2）  

③盛岩寺座禅会（8/31） 

④農林業体験（10/18） 

⑤昔遊び（1/7） 

 

「こうみんかん 

劇場」 

地域の自然・文化･郷土芸能な

どの記録映像、良質な視聴覚教

材等を鑑賞する機会を提供する

ことで、参加者相互の交流を深

めるとともに、地域に対する理

解を図る。（4回程度） 

 

地域住民 7 月～2月 唐 丹 公民

館ほか 

「唐丹体操」の 

普及 

住民の健康づくりを目指し、

「唐丹すぽこん」と協働で考案

した「唐丹体操」の普及を図る。

○各地区でのイベント、集まり

等を利用して講習会を開催、普

及を図る。 

 

地域住民 4 月～3月 唐 丹 公民

館ほか 

健康教室 地域ごとに教室を開催し、健

康づくりについて学び、地域課

題などを考える機会とする。 

○内容：メタボリックシンドロ

ーム、認知症、食生活につい

て等 

地域住民 5 月～ 各 地 区集

会所ほか 

生活習慣病 

予防教室 

特定健診受診者のうち、メタ

ボリックシンドロームの予防あ

るいは改善が必要な方に対して

教室を開催する。 

○内容：運動や食生活の指導・

実技 

40 歳以上

の住民 

特定健診の

指導対象者

10 月～3月 唐 丹 公民

館 



               
 平成 20年度 生涯学習行政方針と計画 

 
                           唐丹公民館 

 

地域会議 

 

 

 

 地域の課題を解決するための

話し合いの場、行動する場とし

て「地域会議」を設置する。 

〇話し合いと具体的取組の実施

地区住民 7 月～2月 唐 丹 公民

館 

唐丹公民館まつ

り 

公民館自主サークルの学習成

果を発表する。 

〇ステージ発表と作品展示 

自主サーク

ル会員 

地域住民 

9 月 13 日

（土） 

唐 丹 町漁

協ホール

（予定） 

「唐丹の日」事

業 

町内諸団体との連携を図り、

公民館及び町内自主サークル、

個人を含めて学習成果を「唐丹

の日」事業で発表し、町民の文

化活動の向上を図る。 

○主催：唐丹駐在所連絡協議会

○時期：10/2(唐丹の日) 

○内容：遊びリテーションの会

「ハンドベル演奏」、 

各サークル作品展示 

地域住民 10 月 2 日

（木） 

唐丹中 

体育館 

「遊びりテーシ

ョンの会」 

「唐丹すぽこん」、「唐丹生活学

校」が運営する事業で、ひとり

暮らし高齢者や障がいのある方

等を対象に、閉じこもり防止と

介護予防を目指し、月 1回開催。

○実施主体：「唐丹すぽこん」、

「唐丹生活学校」 

○支援内容：参加者の送迎、当

日の健康チエック等 

ひとり暮ら

し高齢者、

障がいのあ

る方等 

4 月～3月 唐 丹 公民

館ほか 

「元気回復夢ク

ラブ」 

水中運動、筋力トレーニング、

リズム体操などの運動を通して

健康保持増進を図るための自主

サークル「元気回復夢クラブ」

の活動（月 3～4回）を支援する。

○実施主体：「唐丹すぽこん」 

○支援内容：参加者の送迎、会

場の確保 

夢クラブ会

員 

4 月～3月 唐 丹 公民

館、市営プ

ール、健康

センター 
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「唐丹の歴史を

語る会」 

「唐丹すぽこん」が運営するサ

ークルで地域の歴史･文化を研

究することを目的に奇数月の第

2月曜日に開催している。 

○実施主体：「唐丹すぽこん」 

○支援内容：会場の確保、公民

館だよりでの参加者募集 

①歴史や民話の講演会 

②歴史文化史跡の館外見学ほか

    

会員 

地域住民 

奇数月の第

2月曜日 

唐 丹 公民

館ほか 

「唐丹公民館だ

より」の発行 

○内容：月 2 回（1 日・15 日）

発行し、行政連絡員の協力を

得て全世帯配布（850 部） 

地域住民 毎月 2回 唐 丹 町全

世帯 

 



Ⅲ 地域文化の振興 
(1) 芸術文化の振興 
① 創作・発表機会の拡充    
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
第 38 回釜石市
民芸術文化祭 

 釜石市における芸術文化活動の発展と振興
を図るとともに、芸術文化を通して心の豊か
さ、安らぎと潤いを市民に提供することで、健
康で明朗な市民生活の向上を図る。 
 
主催   釜石市、釜石市教育委員会、 

釜石市芸術文化協会 
テーマ  未定 
開会式  
発表部門  
合唱・音楽・独唱・茶会・三曲・詩吟・名
曲鑑賞・演劇・吹奏楽・ピアノ・歌と踊り・
大正琴 

展示部門 
華道・書道・絵画一般・水墨画・押し花絵・
切り絵・リボンフラワー・写真・文芸・切
手・盆栽・山野草・盆景・ステンドグラス・ 
ビデオ・手工芸 

 
 
 
 
 
 
 
 
一般市民 

 
 
 
 
 
 
 
 
未定 
 
9～11月 
 
 
未定 

 
 
 
 
 
 
 
 
市民文
化会館 

釜石市芸術文化

協会の運営補助 
 釜石市芸術文化協会の運営に必要な経費の

一部を助成する。 
釜石市芸術文化協会 55 団体 1,376 名 

補助金額：180 千円 

   

 
② 芸術文化鑑賞機会の拡充 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
第 61 回岩手芸
術祭巡回美術展 

 岩手芸術祭美術展の入賞作品を巡回展示す
ることにより、芸術鑑賞の機会の拡大を図る。 
 
・巡回種目  日本画、洋画、版画、彫刻、工

芸、書道、写真、デザイン、現代美術、
水墨画、映像 ほか 

 
 
 
一般市民 

 
 
 
11月 
 
 

 
 
 
市民文
化会館 

青少年劇場開催
事業 
 

 小学生に優れた音楽を鑑賞させることによ
り、青少年の健全育成を図る。 
 
・声楽 
・内容 「ビバ！ムジカ」 
・鑑賞対象校・全小学校 

 
 
市内の小
学５～６
年生 

 
 
6 月 3日 

 
 
 
市民文
化会館 

 
③ 芸術文化活動の推進 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
文化のまちづく

り講演会 
 
 

 「かおり高い文化のまちづくり」、「芸術・

文化の振興」及び「生涯学習によるまちづく

り・ひとづくり」の推進及び市民の文化活動

の活性化促進を図る。 
・内容 岩手大学との連携事業。内容は未定。 

 
 
 
一般市民 

 
 
 
未定 
 

 
 
 
市民文
化会館 

 



（２）文化財の保護と活用】 
① 文化財調査と指定推進 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
釜石市文化財保

護審議会 
釜石市にある文化財の適正な保護と活用

を図るため、文化財保護審議会を開催し、

種々の提言、助言を受ける。 
郷土芸能祭事業の開催計画について提言、

助言を受ける。 
釜石市文化財保護条例に基づき専門部会

を設置する。 
第１専門部会（有形文化財） 
第２専門部会（無形文化財・民俗文化財） 
第３専門部会（記念物・埋蔵文化財） 

 
◇文化財保護審議会（3回） 
第 1回 
内容 平成 20年度事業計画 
第 19回郷土芸能祭について 

第 2回 
第 3回 
内容 平成 20年度事業報告 ほか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文化財保

護審議会

委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5月 15日 
 
 
10月 
3月 
 

 

文化財指定調査

推進事業 
文化財の適正な保存を図るため市内に所

在する文化財について調査し、貴重な文化財

の発掘及び指定促進を図る。 

 随時  

埋蔵文化財保存

事業 
埋蔵文化財は、地域社会の歴史をあとづけ

る貴重な文化遺産であると同時に私たちに

生きた学習の場を提供するものである。埋蔵

文化財は、土地に埋蔵されているため容易に

失われてしまう危険にさらされていること

から、調査を実施し記録保存を行う。 
 
市内遺跡分布調査 
市内遺跡確認調査 
緊急発掘調査 
 報告書作成 
試掘調査 

  
 
 
 
 
 
 
随時 

 

 
② 文化財の保護と管理の充実 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
史跡橋野高炉跡

保存管理計画策

国指定史跡である橋野高炉跡の保存管理計

画を策定しようとするもの。 
 随時  



定事業  
特別天然記念物

保護処理事業 
「文化財保護法」及び「特別天然記念物の管

理に関する法律」の規定により、国指定の鳥

獣の保護管理と滅失した時に処理を行う。 
 
内容 カモシカの保護と処理 

 随時  

国・県指定史跡保

存管理 
国指定史跡「橋野高炉跡」地内の雑草の刈

り払い、樹木の整備及びパトロールを委託

し、史跡の保存と景観の保持を図る。 

 4月～3月  

釜石市指定文化

財管理委託 
釜石市内の指定文化財の維持管理を目的

に、所有者（管理者）と管理委託契約を締結

する。 
 
委託契約内容 

44件×6千円＝264千円 

指定文化

財の所有

者（管理

者） 

4月～3月  

文化財標柱等設

置事業 
市内に点在する文化財、伝承される文化を

市民に周知し、保護・保存の意識を促すこと

を目的に標柱・説明板を設置・整備する。 

 未定  

沢桧川周辺環境

整備事業 
当市ではじめて名勝として文化財指定し

た瀧澤神社奥の院と沢桧川の周辺景観を整

備し、市民が安全に現地を訪れることができ

るようにする。 

 未定  

 
③ 文化財の保存と活用 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

第 19 回釜石市郷土
芸能祭 

釜石市内にある伝統的な地域文化の振興

を図る。文化財の保護と活用を通して郷土

愛を育てていくことにより、住民が主体と

なった釜石市民憲章の「かおり高い文化の

まちづくり」を推進する。 
内容 未定 

市民 未定 市民文化

会館 

ぶんかざいなんでも

体感事業 
市内各所にある文化財を活用し、市民に郷

土の歴史についての理解を促す。また、こ

の事業を契機に、文化財愛護思想の高揚を

図る。 
 
・史跡めぐり 
・市内遺跡出土遺物の公開 

市民 未定  

埋蔵文化財保存活用

事業 
埋蔵文化財を適切に保管するため埋蔵文

化財収蔵庫を整備するとともに、出土した

遺物について市民の理解を深めるため、製

 未定 未定 



鉄体験キャンプ事業と連携して、たたら製

鉄や石器づくり、火おこしなどの体験教室

を開催する。 
郷土資料館運営事業 別記    
 
④ 文化財愛護思想の高揚 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
古文書解読講座

開設事業 
 

生涯学習の一環として、郷土の文化に親し

むための古文書解読講座を開設し、文化財愛

護思想の向上を図る。 
内容 
講座 毎月第 1・3土曜日 
初心者入門講座 
講師 古文書学習会会長ほか 

市外視察研修 

 
 
 
 
市民 
（受講者） 
 

 
 
 
 
4月～3月 
 
 
10月 

 
 
 
 
釜石公民

館 
 
未定 

伝統文化こども

教室 
 

次世代を担う子どもたちに、茶道、華道、

日本舞踊、伝統音楽、郷土芸能などを計画的、

継続的に体験・修得できる機会の提供を行

う。 
これにより、伝統文化を将来にわたって確

実に継承・発展させること、子どもたちの豊

かな人間性の涵養を図ることを目的とする。 
 
内容 
文化庁から委嘱を受けた（財）伝統文化活

性化国民協会が事業運営を行う。 
こども教室の開設は、各実行委員会等が行

うものである。 
20年度助成事業については、釜石市内から
次の 3団体が申請中である。 
・釜石市伝統文化表千家茶道こども教室実行

委員会 
・釜石市裏千家茶道こども教室実行委員会 
・釜石草月会 
・長唄三味線に親しむ会 

小中学生 6月頃～ 
3月 

未定 

文化財愛護少年

団の育成 
 

文化財愛護思想の普及を図るため、各種助

成事業の情報提供を行うなど、文化財愛護少

年団の活動を支援する。 

   

 



番号 大分類 中分類 小分類 名称 ﾌﾘｶﾞﾅ 指定区分 員数 指定年月日 所在地 所有者 管理者

1 有形文化財 建造物 ― アーチ橋梁（1号橋・2号橋）
ｱｰﾁｷｮｳﾘｮｳ(1ｺﾞｳｷｮｳ･2ｺﾞｳ
ｷｮｳ）

有-14 1組 S55.3.28

（市道甲子1号線）
1号橋 :上小川町上ノ橋上
流97m
2号橋:小川町15-24-2、
旧小川小学校入口

釜石市
釜石市教委
（中小川町内
会）

2 有形文化財 美術工芸品 彫刻 聖観音銅像 ｾｲｶﾝﾉﾝﾄﾞｳｿﾞｳ 有-2 1 S45.2.20
大只越町1-1-1（石応禅
寺境内）

石応禅寺 石応禅寺

3 有形文化財 美術工芸品 工芸品 刀　銘　新藤源義國 ｶﾀﾅ ﾒｲ ｼﾝﾄﾞｳﾐﾅﾓﾄﾉﾖｼｸﾆ 県指定 1 S53.4.4 上中島町1-3-14 板澤利幸 板澤利幸

4 有形文化財 美術工芸品 工芸品 脇差　銘　奥刕南部栗林住神清照 有-3 1 S53.11.28 中妻町1-15-１7 澤田佳子 澤田佳子
5 有形文化財 美術工芸品 工芸品 槍　銘　奥州南部神清照作 有-4 1 S53.11.28 栗林町11-15 川崎喜代隆 川崎喜代隆
6 有形文化財 美術工芸品 工芸品 懸仏 ｶｹﾎﾞﾄｹ 有-5 1 S53.11.28 野田町3-11-15 野田武則 野田武則
7 有形文化財 美術工芸品 工芸品 細布 ｾﾊﾞﾇﾉ 有-6 1 S53.11.28 大字平田6-35 久保省一郎 久保省一郎

8 有形文化財 美術工芸品 工芸品
脇差　銘 慶貫洞長章需盛岡
住山内國多似巖鉄造之萬延元
年二月日

有-15 1 S55.3.28 上中島町1-3-14 板澤永博 板澤永博

9 有形文化財 美術工芸品 工芸品 懸仏 ｶｹﾎﾞﾄｹ 有-16 1 H10.7.30 大町3-1-14 観音寺 観音寺
10 有形文化財 美術工芸品 工芸品 懸仏 ｶｹﾎﾞﾄｹ 有-17 1 H10.7.30 大渡町3-3-7 鈴子陽一 鈴子陽一
11 有形文化財 美術工芸品 書跡 制札（天保・明和・捨馬） ｾｲｻﾂ（ﾃﾝﾎﾟｳ･ﾒｲﾜ･ｽﾃｳﾏ） 有-10 3枚 S53.11.28 栗林町4-43 小笠原勘五郎 小笠原勘五郎
12 有形文化財 美術工芸品 書跡 正一位尾崎大明神扁額 有-18 1 H10.7.30 浜町3-23-27 尾崎神社 尾崎神社
13 有形文化財 美術工芸品 古文書 南部領平田村仙台領唐丹村境絵図 有-7 2幅 S53.11.28 大字平田6-35 久保省一郎 久保省一郎

14 有形文化財 美術工芸品 古文書 釜石新道図 ｶﾏｲｼｼﾝﾄﾞｳｽﾞ 有-8 1 S53.11.28
大町3-8-3（釜石市郷土
資料館）

佐野あい 釜石市教委

15 有形文化財 美術工芸品 古文書
文政十三年石応寺境内図及び
幕末ころの釜石湊絵図

有-9 2幅 S53.11.28
大平町3-12-7（釜石市
立鉄の歴史館）

石応禅寺 鉄の歴史館

16 有形文化財 美術工芸品
考古資
料

徳治の碑 有-1 1 S45.2.20
大只越町1-1-1（石応禅
寺境内）

石応禅寺 石応禅寺

17 有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

絵本　両鐵鉱山御山内並高炉
之図

県指定 2巻 S49.2.15 鈴子町23-15
新日鐵㈱釜石
製鐵所

新日鐵㈱釜石
製鐵所

有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

星座石 ｾｲｻﾞｾｷ

（有-
11）県
指定-
179

1
（S53.11.2
8）
S60.12.27

唐丹町字大曽根237-2 釜石市
釜石市教委
（本郷文化財
愛護少年団）

有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑

（有-
11）県
指定-
179

1
（S53.11.2
8）
S60.12.27

唐丹町字大曽根237-2 釜石市
釜石市教委
（本郷文化財
愛護少年団）

19 有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

嘉遯翁遺愛碑 ｶﾄﾝｵｳ 有-13 1 S53.11.28 唐丹町字大曽根237-2 釜石市
釜石市教委
（本郷文化財
愛護少年団）

20 有形文化財 美術工芸品 歴史資料 大橋磁石岩絵図 ｵｵﾊｼｼﾞｼｬｸｲﾜｴｽﾞ 有－19 1 H18.2.24 野田町3-11-15 野田武則 野田武則
21 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 丹内神楽 ﾀﾝﾅｲｶｸﾞﾗ 無民-1 1 S48.2.27 栗林町 砂子畑共正会 砂子畑共正会

22 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 常龍山御神楽 ｼﾞｮｳﾘｭｳｻﾞﾝﾐｶｸﾞﾗ 無民-2 1 S55.3.28 唐丹町
常龍山神楽保
存会

常龍山神楽保
存会

23 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 沢田鹿踊 無民-3 1 S55.3.28 栗林町 沢田新生会 沢田新生会

24 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（片岸虎舞） 無民-4 1 H10.7.30 片岸町
片岸虎舞保存
会

片岸虎舞保存
会

25 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（両石虎舞） 無民-5 1 H10.7.30 両石町
両石虎舞保存
会

両石虎舞保存
会

26 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（錦町虎舞） 無民-6 1 H10.7.30 浜町3丁目 錦町青年会 錦町青年会
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27 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（尾崎町虎舞） 無民-7 1 H10.7.30 浜町2丁目 尾崎青友会 尾崎青友会
28 民俗文化財 有形民俗文化財 ― オシラサマ（慶長年紀） 民-1 2体 S53.11.28 箱崎町5-24 金野伊勢次郎 金野伊勢次郎
29 民俗文化財 有形民俗文化財 ― オシラサマ（元和年紀） 民-2 2体 S53.11.28 箱崎町3-6-2 佐々木喜太郎 佐々木喜太郎
30 民俗文化財 有形民俗文化財 ― 鍛冶神掛図 ｶｼﾞｶﾞﾐｶｹｽﾞ 民-3 1 H18.2.24 大只越町1-9-1 山﨑倫昭 山﨑倫昭
31 記念物 史跡 ― 橋野高炉跡 ﾊｼﾉｺｳﾛｱﾄ 国指定 1 S32.6.3 橋野町2-15 釜石市 釜石市教委
32 記念物 史跡 ― 女坂石の証文 ﾒｻｶｲｼﾉｼｮｳﾓﾝ 史-1 1 S53.11.28 大字釜石16-131 嬉石共有会 嬉石共有会
33 記念物 史跡 ― 児島大梅の句碑 ｺｼﾞﾏﾀｲﾊﾞｲﾉｸﾋ 史-2 1 S53.11.28 橋野町21-7-7 小笠原鬼子雄 小笠原鬼子雄

34 記念物 史跡 ― 栗林銭座跡
（史-
3）県指
定史-39

1
（S53.11.2
8）S62.3.6

栗林町24-157-2
砂子畑共正会
他

砂子畑共正会
他

35 記念物 史跡 ― 本郷御番所跡 史-4 1 S53.11.28 唐丹町字本郷108 小池信二 小池信二
36 記念物 史跡 ― 平田御番所跡 史-5 1 S53.11.28 大字平田3-13 石田雅人 石田雅人
37 記念物 史跡 ― 石塚峠の藩境印杭 史-6 1 S62.3.27 唐丹町字大曽根86 釜石市 釜石市教委
38 記念物 史跡 ― 牧庵鞭牛隠居屋敷跡 史-7 1 H元.4.27 橋野町34-46-1 鶏石山林宗寺 鶏石山林宗寺

39 記念物 史跡 ― 石塚峠の七里塚 史-8 1 H7.3.30
唐丹町字大曽根
32,33,36番

千葉茂、葛西
登、小池善弥

千葉茂、葛西
登、小池善弥

40 記念物 史跡 ― 女坂の一里塚 史-9 1 H7.3.30 大字平田3-60-1 久保省一郎 久保省一郎
41 記念物 史跡 ― 定内の一里塚 史-10 1 H7.3.30 野田町1-3-14 野田タツヱ 野田タツヱ

菊池健夫 菊池健夫

沢共有林組合
代表菊池政男

沢共有林組合
代表菊池政男

釜石市 市建設課

43 記念物 天然記念物 動物
三貫島ｵｵﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ及びﾋﾒｸﾛｳﾐ
ﾂﾊﾞﾒの繁殖地

国指定 1 S10.12.24 箱崎町4-76 釜石市 釜石市

44 記念物 天然記念物 植物 和山のシナの木 天-1 1 S44.8.22
橋野町14-16（通称・和
山長鼻）

栗橋牧野農協 栗橋牧野農協

45 記念物 天然記念物 植物 古里の御神楽スギ 天-2 1 S44.8.22 橋野町27-40 小笠原季雄 小笠原季雄
46 記念物 天然記念物 植物 明神かつら 天-3 1 S48.2.27 栗林町19-86 藤原熊男 砂子畑共正会

47 記念物 天然記念物 植物 鵜住神社の夫婦クロベ 天-4 1 S53.11.28
鵜住居町13-28（鵜住神
社境内）

花輪成幸 花輪成幸

48 記念物 天然記念物 植物 外山のエゾエノキ 天-5 1 S62.3.27 鵜住居町30-33 岩手県 釜石市教委
（佐須側から峠に向って
左のスギ）大字平田9-

佐々木寧 佐々木勇一

（佐須側から峠に向って
右のスギ）大字平田9-1-

佐々木益雄 佐々木益雄

50 記念物 天然記念物 植物 上栗林のサクラ 天-7 1 H19.3.29
栗林町4地割内（上栗林集
会所東脇）

小笠原勘五郎 小笠原勘五郎

記念物

１対

― 瀧澤神社奥の院と沢桧川42
橋野町32-135、39-
49、周辺河川

H19.3.29名-1 1

H16.1.27

名勝

天然記念物49 記念物 植物 峠のスギ 天ー６



実施主体等 備考
１．基本方針 １．基本方針
目標

２．実施施策 ２．実施施策
(1) 誰もが気軽に楽しめる生涯スポーツの推進 (1)誰もが気軽に楽しめる生涯スポーツの推進 　釜石市体育協会

実践機会の充実・拡大 　各種目別協会
　総合地域スポーツクラブ

普及体制の充実 　釜石市体育指導委員協議会
　生涯スポーツ推進員

ニュースポーツの普及推進 手軽に楽しめるニュースポーツの普及に努めるとともに、用具の貸出を行ないます。

センター活動の支援   市内の有資格者
施策連携による内容の充実 　釜石市体育指導委員協議会

(2) 競技力向上への持続的取組みの推進 (2)競技力向上への持続的取組みの推進

指導力の向上 指導者を対象とした講習会の開催により、指導力の向上に努めます。 　釜石市体育協会
岩手大学との連携を図り、講習会等で専門的な指導を受け、レベル向上に努めます。   各種目別協会
スポーツ少年団との連携を図り、指導者の指導力の向上に努めます。 　釜石市スポーツ少年団本部

体力・運動能力の向上   小中学校・高校

大会開催支援 県大会規模大会等の市内での開催を支援します。

(3) 地域スポーツ(ラグビー)の普及推進 (3)地域スポーツ(ラグビー)の普及推進

競技の普及や市民意識の高揚 ラグビーの盛んな町の実現のため、ラグビー競技の普及や気運の醸成に取り組みます   釜石市教育委員会
ラグビー教室の開催など市内の小中学校での取り組みを支援します。   釜石ラグビー協会

釜石ＳＷ支援 トップリーグ入りを目指している釜石ＳＷの活動を支援します。   釜石ｼｰｳェｲﾌﾞｽＲＦＣ
トライアスロン大会に支援 全国的にも注目されているﾄﾗｲｱｽﾛﾝ大会の開催を支援します。

(4) スポーツ活動基盤の整備推進 (4)スポーツ活動基盤の整備推進

学校開放の実施 活動基盤の１つである学校施設の開放を進めます  釜石市教育委員会
施設の指定管理と効率的利用 指定管理者との連携のもと、各施設の効率的な利用サービスに努めます。  指定管理者
陸上競技場の公認申請 陸上競技場の今後の公認の取扱いについて関係者と協議します。
スポーツ情報の提供 市内におけるスポーツ活動の状況などを、市のホームページなどを利用して情報の提供に努めます。
長期的展望での施設整備検討 ２８年岩手国体への対応を含め、長期的な展望のもとでのスポーツ施設の整備について検討を行ないます。

(5) スポーツによる地域活性化への対応 (5)スポーツによる地域活性化への対応

スポーツ大会や合宿の誘致推進 市体育協会、指定管理者及び宿泊関係者などと意見交換を行ないます。   市教育委員会
２８年岩手国体への対応 　釜石市体育協会ほか

(6) スポーツ交流の推進 (6)広域連携によるスポーツ振興

東海市スポーツ交流 姉妹都市東海市とのスポーツ交流の一環として、剣道競技での交流を推進します。   市教育委員会及び関係団体
「釜石大槌スポーツタウン構想」の推進 それぞれで開催されるイベントへの参加やその情報提供に努め、スポーツでの交流を図ります。   市教育委員会ほか

これまでの成果を踏まえ、またスポーツを取り巻く状況の変化を確認しながら、新計画の策定に取組みます。
２８年の岩手国体への対応等向こう１０年の基本的な振興方針と前期５ヵ年の具体的取組みを策定します。

平成20年度釜石市社会体育行政の方針と計画

３．スポーツ振興基本計画の策定

推　進　方　針

『スポーツを通した明るく健康的な
まちの実現』

少子高齢化社会の進展やライフスタイルが変化する中で、健康志向が強まっており、日常生活においてス
ポーツの果たす役割は大きくなっっている。誰もが、気軽にスポーツに取り組める環境づくりや各年代に合わ
せたスポーツ施策の実践に努めるとともに、体育協会や体育指導委員等関係団体との連携のもと、スポーツ
を通した明るく活力あるまちづくりを推進する。

より多くの人が気軽にスポーツを楽しむことができるよう各種大会、イベント、講習会の開催など実践機会の
充実、拡大に努めます。
市体育協会や市体育指導委員協議会、既存の総合型地域スポーツクラブなどと連携し、指導普及活動の充
実に努めます。

体力測定などにより子ども達の体力や運動能力の把握し、基礎的なトレーニングの実践など子ども達の能力
の向上に努めます。

説　　　　　　　　　　　　明

各地区の生活応援センターと連携し、高齢者の健康増進に向けたスポーツ教室の開催やセンター活動の支
援に取り組みます。

関係情報の収集に努めるとともに、競技種目誘致の具体化に取組みます。関連して、競技力の向上や施設
整備の検討等国体対策を検討します。

釜石市教育委員会  生涯学習スポーツ課  スポーツ振興係

新計画の策定



月 日 曜日

ラグビー釜石インビテーショナルセブンス大会 4 26･27 土･日 協力

歩け歩け運動（橋野地区） 6 1 日 主催

釜石ラグビックドリーム２００８ 8 2 日 協力

釜石はまゆりトライアスロン国際大会 9 7 日 協力

釜石シーウェイブス公式戦 9 － － 協力 9月～３月

釜石健康マラソン大会 10 13 月 主催

東海市スポーツ交流事業 11 上旬 － 主催

サントリーカップタグラグビー大会 11 16 日 協力

スポーツチャンバラ交流大会 12 7 日 主催

市長杯スポーツチャンバラ大会 2 8 日 主催

ラグビーウインターフェスティバル 2 22 日 協力

定期総会 4 17 木

岩手県体指女性委員研修会 7 5 土

東北体指研修会 7 11･12 金･土 秋田県能代市

岩手県体指研修会 8 29･30 金･土 北上市

生涯スポーツ推進研究大会 11 13 木

上閉伊地区スポーツ交流会 未定 － － 釜石･遠野･大槌

定期総会 5 22 金

県民大会結団式 6 下旬 －

指導者養成研修・講座 ５月 － － 協力

                       ・講座 8月 － － 協力

                       ・講座 未定 － － 協力

                       ・食育講座 12 中旬 － 協力

                       ・トレーナー講座 2 中旬 － 協力

                       ・トレーニング講座 2 下旬 － 協力

高総体硬式野球競技 5 22～25 木～日

高総体なぎなた競技 6 ７・８ 土･日

高総体ボクシング競技 6 ７・８ 土･日

中学校陸上競技大会 8 26 火

小学校陸上記録会 9 10 水

社会体育研究会（主管課長会議） 7 － － 遠野市開催

青少年ホーム県南ブロックリーダー研修会 7 － －

朝日町ビーチボール大会 9 13･14 土･日

岩手県柔道東西対抗 11 ８・９ 土･日

スポーツ振興審議会 5 － － 年2回開催

（財）釜石市体育・スポーツ振興財団理事会 4 21 月

   平成20年度主要行事予定表  （事業分野別）

備考

教
育
委
員
会
関
係
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導
委
員
関
係

区分 行          事          名
開催時期 実施

区分

釜石市教育委員会  生涯学習スポーツ課  スポーツ振興係  

小
中
高
体
連
関
係

そ
の
他

体
育
協
会
関
係



平成 20 年度 釜石市郷土資料館 運営方針と事業計画 

 

 運営方針  

 

1.基本方針 

 釜石の歴史と文化に対する市民の意識を高めながら、生涯学習に役立てる「文化とのふ

れあいの場」としての資料館の運営を図る。 

 

2.企画（テーマ）展の開催 

市民の需要及び見学の利便性を考慮し、適切な時期に企画・開催 

 

3.史跡探訪及び体験学習 

生涯学習スポーツ課の「なんでも体感事業」と共催。 

史跡探訪は企画展の内容に合わせるなどして実施を図る。 

 

4.釜石市郷土資料館友の会との協働 

資料館を通して釜石の歴史･民俗･自然を学ぶ会。文化面に関心を持つ層の底辺拡大を図り

ながら、資料館活動にも協力いただく。 

 

5.ホームページによる情報発信 

インターネット環境を持つ市民の関心を高めるとともに、全国に向けて釜石の歴史と文化

の情報を発信する。 

 

6.施設の有効活用 

資料館の目的に添った形での市民利用を図る。 

 



 事業計画  

 

1.企画展等 

名 称 開催予定期間 ねらい 

釜石艦砲戦災資料展 ７/11（金）～８/31（日） 釜石が受けた艦砲射撃について正し

く伝えるとともに、次の世代に語り

継ぐ 

＜内容＞ 

艦砲被災等戦災写真 

体験談展示及び体験談募集周知 等

新収蔵資料展 10/24（金）～11/30（日） 新収蔵資料を公開しながら未収蔵資

料の情報収集 

＜内容＞ 

平成 17 年度以降に寄贈･寄託された

資料を展示公開 

三陸津波展 ２月 27 日(金)～ 

３月 29 日(日) 

過去の津波被害を再認識しながら、

地震津波に対する防災意識を高める

＜内容＞ 

津波被災写真 

津波浸水図 等 

 

 

2.常設展示スペースの改装 

考古と史跡の間にある壁を撤去し、一体としたスペースにすることで柔軟な展示に対応

する。 

 

3.収蔵庫の整備 

資料収蔵棚の設置を継続して進め、収蔵資料を整理する。 

 



【平成 20 年度 釜石市社会教育委員名簿】              

（任期：平成 19 年 5 月１日～平成 21 年 4 月 30 日） 

 氏   名 職 業 ・ 団 体 等 種別 

1 村 上 芳 伸 釜石市立平田小学校校長 学校 

2 渡 邉 真 龍 釜石市立唐丹中学校校長 学校 

3 大鹿糠 文 行 岩手県立釜石高等学校校長 学校 

4 佐々木 暁 美 釜石商工会議所女性会 社会 

5 和 田 雅 己 釜石市ＰＴＡ連合会顧問（前会長） 社会 

6 橘 内 道 子 釜石市芸術文化協会事務局次長 社会 

7 工 藤   誠 (社)釜石青年会議所直前理事長 社会 

8 京 極 絵 里 国際交流ボランティア・フレンドシップ 社会 

9 藤 原 昌 教 橋野町振興協議会事務局長 社会 

10 柴 田  渥 かまいし女性フォーラム’21 代表・主婦 家庭 

11 神 林 峰 子 主 婦 家庭 

12 澤 田 恭 子 主 婦 家庭 

13 須 藤 公 文 正福寺住職 学識 

14 柏 崎 龍太郎 Ａ＆Ｆグリーンツーリズム実行委員会幹事 学識 

15 鈴 木 洋 一 釜石地区退職校長会会長 学識 

 
 



 

 

【平成 20 年度 釜石市立公民館運営審議会 名簿】 
 

 任期：平成 19 年 5 月 1日～平成 21 年 4 月 30 日 
  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

太 田   忠  尾崎小学校校長  Ｈ19．5．1～ 新任 学 

下 町 晃 司  大平中学校校長  Ｈ20. 5. 1～ 新任 学 

前 川 輝 夫  平田町内会会長  Ｈ17. 5. 1～  社 

柳 田 三枝子  浜町婦人会  Ｈ13. 5. 1～  社家

佐々木 千加子  大渡町町内会理事・行政連絡員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

矢 畑 広 志  前 釜石公民館館長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

釜

石

公

民

館 

横 山 幸 雄  南釜石地区民生児童委員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

木 谷   哲  甲子小学校校長  Ｈ18．4．1～  学 

笹 川   正  甲子中学校校長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 学 

安久津 吉 延  松倉町内会会長  Ｈ 9. 5. 1～  社 

菊 池 秀 明  洞関町内会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

千 田 雅 恵  甲子小学校 1地区子ども会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

佐 野 平 雄  釜石南幼稚園園長  Ｈ 9. 5. 1～  学家

 

甲

子

公

民

館 

鈴 木 みどり  釜石ゆいっこサポートセンターサポートの会  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

岩 間 三 輝  双葉小学校校長  Ｈ19．5．1～ 新任 学 

高 橋 琢 磨  釜石中学校校長  Ｈ20．5．1～ 新任 学 

千 田 恵 一  少年補導員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

笹 原 由 蔵  野田団地分館長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

佐 藤 俊 夫  小川町内会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

磯 田 真 理  小佐野小学校 PTA 事務局長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

 

小

佐

野

公

民

館 木 谷 真知子  主 婦  Ｈ19. 8. 1～ 新任 家 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

古 舘 文 江  鵜住居小学校校長  Ｈ17. 5. 1～  学 

伊 藤 一 志  釜石東中学校校長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 学 

浦 山 文 男  鵜住居町新川原町内会長  Ｈ19. 8. 1～ 新任 社 

竹 内 敦 子  すずらん・ふれあいの会会長  Ｈ５. 5. 1～  社 

木 下 政次郎  自営業  Ｈ７. 5. 1～  家識

山 﨑 智江子  主 婦  Ｈ11. 5. 1～  家 

 

鵜

住

居

公

民

館 三 浦 紘 子  釜石東部漁業協同組合箱崎女性部長  Ｈ12. 5. 1～  社家

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

黄川田 敏 明  栗林小学校校長  Ｈ20. 5. 1～ 新任 学 

佐 藤  良  橋野小学校校長  Ｈ20. 5．1～ 新任 学 

藤 原 昌 教  橋野町振興協議会事務局長  Ｈ15. 7. 1～  社 

小笠原 秀 一  栗林小学校ＰＴＡ会長  Ｈ17. 5. 1～  社家

菊 池 清 子  主 婦  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

遠 野 健 一  前 栗林共栄会事務局  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

栗

橋

公

民

館 

小笠原 幸 雄  前 栗橋公民館長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

青 笹 光 一  唐丹小学校校長  Ｈ20．5．1～ 新任 学 

渡   真 龍  唐丹中学校校長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 学 

立 石 隆 幹  唐丹町内会連合会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

深 澤 悦 子  唐丹生活学校事務局長  Ｈ15.11. 1～  社 

上 村 年 惠  唐丹町漁協女性部  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

三 宅 俊 禅  学識経験者  Ｈ15．5．1～  識 

 

唐

丹

公

民

館 

川 原 清 文  市文化財保護審議会委員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

※種別 学＝学校教育関係者 社＝社会教育関係者 家＝家庭教育の向上に資する者  

識＝学識経験者 



担当分野 住　　　　　　所 委嘱時期 備　考

◎ 　高　橋　孝　氏 釜石市 H5.4.1

第1専門部会 ○ 　三　宅　俊　禅 釜石市 H15.4.1

有形文化財に
関する事項

　板　澤　利　幸 釜石市 H10.4.1

　小笠原　幸雄 釜石市 H19.4.1

　平　野　智　子 釜石市 H20.5.1

◎ 　八　幡　登志男 釜石市 H9.4.1

第2専門部会 ○ 　久　保　知　久 釜石市 H16.6.1

　藤　原　熊　男 釜石市 S52.4.1

　古　川　鶴　松 釜石市 H17.4.1

　川　原　清　文 釜石市 H18.5.1

◎ 　松　本　　武 釜石市 H15.4.1

第3専門部会 ○ 　菊　池　　久 釜石市 H11.4.1

　菊　池　清　人 釜石市 H9.4.1

　佐々木　光　壽 釜石市 H17.4.1

　佐々木　斎 釜石市 H19.4.1

◎ 専門部会長 ○　専門部会副部会長

釜石市文化財保護審議会名簿

（任期：平成１9年４月１日～平成21年３月３１日）

（委　　員　　構　　成）

無形文化財及
び民俗文化財
に関する事項

史跡名勝天然
記念物及び埋
蔵文化財に関
する事項

氏　　名

会   長　菊　池　清　人　

副会長　板　澤　利　幸　



氏　　名 住　　　所 就　任 備　考

　柴　田　　渥 　釜石市 平成7年4月1日 主婦

　千　坂　誠　久 　釜石市 平成13年4月1日 学識経験者

　川　向　照　一 　釜石市 平成13年4月1日 学識経験者

　菊　池　　久 　釜石市 平成17年4月1日 学識経験者

　松　本　　武 　釜石市 平成17年4月1日 学識経験者

　上飯坂　哲 　釜石市 平成19年4月1日 学識経験者

釜石市郷土資料館運営委員名簿

任期：平成19年4月1日～平成21年3月31日



 
 

  

平成 20年度釜石市立図書館運営方針 
 
1. 運営方針 
生涯学習推進の中核的施設として、市民の多様な学習ニーズに応えるため、市立 
図書館としての機能拡充に努め、図書館活動の一層の充実を図る。 

 
2. 重点事項 
（１）図書館情報システムの有効利用と市民への情報発信を図る 
インターネットを介しての図書の検索・予約を進める。県内公立図書館とのネッ

トワークによる情報交換や図書資料の相互貸借を進めるとともに、市民への情報発

信に努める。 
 
（２）釜石市子ども読書活動推進計画の具体化を図る 
平成 17年 9月に策定した「釜石市子ども読書活動推進計画」に基づき、計画の具
体化を進め、子どもの読書活動の推進を図る。特に、学校図書館との連携強化を図

る。移動図書館車の利用拡大に努める。 
 
（３）生涯学習推進計画との整合性を図る 
平成 18年 3月に策定した「生涯学習推進計画」との整合性に留意しながら、より
よい図書館運営を目指す。 

 
（４）図書館資料の収集・保存を図る 
  ア 社会情報、市民のニーズや利用状況の把握に努め、市民の利用要求に応える 
   資料収集を図る。 
  イ 釜石市としての特色ある図書資料（海洋・水産・鉄等）の整備に努める。 
  ウ 岩手県や釜石市にゆかりのある人物や行政・団体等の郷土資料収集に努める。 
   
（５）読書普及と利用の促進を図る 
  ア 本館、移動図書館「しおかぜ号」の利用促進を図る。 
  イ 児童文学賞受賞図書展や手づくり絵本展など、各読書週間行事の開催及び各種

講座等の開設により、学習機会を提供し、読書活動の推進を図る。 
  ウ 図書館自主グループ等の活動を通じて読書普及の高揚を図る。 
  エ 市民のニーズに対応するレファレンス・サービス、コピーサービス等の充実に 
   努める。 
  オ 市民の図書館に対する理解と関心を高めるため、館報「ふれあい通信」を発行

する。「広報かまいし」、地元新聞、インターネットを活用して、図書館活動情報

や新着図書等の周知を図り、図書館利用の促進に努める。 
  カ 園児、児童・生徒や一般市民を対象に、「図書館体験学習」を実施し、図書館情

報システム活用について体験をしてもらうとともに、図書館利用と読書普及の促

進に努める。 
 



 
 

  

（６）視覚障害者への奉仕活動の充実を図る 
  ア 地元新聞を朗読録音したテープの貸出し及び加入の促進を図る。 
  イ テープ図書の貸出しにより図書館情報の周知を図る。 
 
（７）関係機関団体等との協力連携の推進を図る 
ア 他図書館や公民館など社会教育施設と、情報収集や意見交換を通して、相互の

協力連携を進める。特に、高校の図書館との協力・連携を追求する。 
  イ 職員の研修等により「親しまれ、愛される図書館」づくりのため、職員の資   

質の向上に努める。 
  ウ 図書館自主グループとの連携を図る。 
エ 図書館ボランティアの育成と積極的な活用を図る。 
オ 学校図書館ボランティア育成に協力する。 
 

(８) 視聴覚教育の充実を図る 
  ア 視聴覚教材・器材の利用促進を図る。 
  イ 優れたアニメ映画ビデオを上映する「親と子の映画会」を毎月１回実施する。 
  ウ １６ミリ映写機操作技術講習会を実施し、１６ミリ映画の利用促進を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

                    

平成 20 年度釜石市立図書館事業計画 

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

釜石市立図書館協議

会開催 

・館長の諮問に応ずるとともに図書館運営につ

いて、意見を述べる。 

図書館協

議会委員 

年 3回（5

月 、 1 0

月、3月） 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

ブックスタート事業 

 

・「もぐもぐごっくん教室」（乳児の栄養と歯の

相談）の参加者を対象に読み聞かせの実演と併

せ、絵本に親しむことの大切さを伝える。 

・健康推進課、生涯学習スポーツ課、図書館、

読書サポーター「颯 2000 の会」の連携事業。 

・平成 16 年 9 月から継続。 

 

５ヶ月児

とその保

護者 

毎月 1 回 釜石保健所 

図書館情報システム

の有効活用と情報発 

信 

 

・図書館情報システム講習会等を開催し、情報

システムの操作方法やホームページの活用方法

等の指導を行う。また、新着図書情報やベスト

リーダー等、広く市民に図書館情報の発信に努

める。 

 

一 般 年 間 市立図書館 

親と子の映画会 

 

・優れたアニメ映画ビデオを上映し、親子の対

話の促進と視聴覚教材の利用促進を図る。 

・釜石市視聴覚ライブラリーの利用促進を図る。

 

幼 児～ 

一 般  

毎月第２ 

土 曜 日 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

読書サポーター「颯 

2000 の会」による 

お話し広場 

・幼児と児童に絵本に親しんでもらうため絵本

の読み聞かせを行う。 

 

幼 児～ 

一 般 

毎月第３ 

土 曜 日 

市立図書館 

1 階 

児童室 

 

岩手県立図書館協議

会定期総会 

 

 

・平成 19 年度事業報告及び決算、会則の一部改

正、会費規程の一部改正、平成 20 年度活動方針

（案）、事業計画（案）、平成 19、20 年度役員改

選について協議。 

 

館 長 4/24 
岩手県立図書

館 

 

「こども読書週間」

特別開館 

 

・「こどもの読書週間」（4/23～5/12）の一環と

して、4/29 及び 5/3、5/4 に臨時開館をし、親

子で読書に親しんでもらう。 

 

幼 児～ 

一 般 

4/29 

5/3 

5/4 

市立図書館 

就学前図書館体験 

学習 

 

・図書館見学や紙芝居、映画鑑賞を通して、子

ども達が、図書館や絵本、パソコンに親しむき

っかけとなることを願い企画する。 

 

市 内 

幼稚園・

保育園 

年 間 市立図書館 



 
 

                    

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

手づくり絵本展 

 

・県立図書館で、第 61 回「読書週間」にあわせ

て募集した、手づくり創作絵本を借り受けて展

示する。 

 

幼 児～ 

一 般 

5/8～ 

5/11 

市立図書館 

1 階 

展示ホール 

図書館こどもまつり 

 

・第 50 回こども読書週間（4/23～5/12）の一環

として「親と子の映画会」とあわせて開催する。

・昨年度、当館所蔵の本をたくさん読んだこど

もを多読賞として表彰する。 

・釜石お母さん人形劇「あすなろキャラバン」

による人形劇を上演し、図書館に親しんでもら

い、子どもの読書活動推進を図る。 

 

幼 児 

児 童 
5/10 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

宮沢賢治展 

 

・岩手県立図書館の巡回展を利用し、宮沢賢治

に関する図書資料を借り受けて展示する。

あわせて、市立図書館所蔵の賢治資料も展示す

る。 

 

小学生～

一 般 

5/30～ 

6/8 

市立図書館 

1 階 

展示ホール 

図書館施設見学 

 

・社会科の授業の一環として、図書館見学を実

施する。 

市 内 

小学校 
６ 月 市立図書館 

図書館等初任職員研

修 

 

・図書館及び公民館等読書施設の初任職員を対

象に、図書館業務の実際に関する基本的研修を

行い、職員の資質の向上と今後の図書館サービ

スの充実を図るため開催する。 

 

図書館職

員 
６ 月 

岩手県立図書

館 

岩手県地域視聴覚教

育連絡協議会総会 

 

・平成 19 年度各地域視聴覚教育協議会運営状況

報告、岩手県視連事業報告及び決算報告、平成

20 年度岩手県視連事業計画及び予算について

協議する。 

 

館 長 ６ 月 
サンセール盛

岡 

子どもの読書推進事

業「読書ボランティ

ア研修会」 

 

・県が平成 16 年度に策定した「いわて子ども読

書プラン」に基づく、子どもの読書活動推進事

業の一環として開催する。 

・地域での読書ボランティア活動の推進を支援

するとともにボランティアグループの連携を深

める。 

 

 

 

図書館職

員・図書

館ボラン

ティア 

７ 月 
釜石地区合同

庁舎 



 
 

                    

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

七夕会 

 

 

・折り紙と短冊をつくり七夕を飾る。 

・「たなばた」に関する絵本等を展示ホールに当

日限り展示ずる。 

・「釜石ぎんどろの会」との連携で賢治作品の朗

読を上演する。 

 

幼 児～ 

一 般 

 

７月上旬 

 

市立図書館 

1 階 

展示ホール 

文学賞受賞図書展 

 

・岩手県立図書館で平成 19 年秋に開催した第

26 回文学賞受賞図書展の展示資料を借り受け

て展示する。県立図書館の巡回展を利用するも

のである。 

 

一 般 
7/11～ 

7/20 

市立図書館 

1 階 

展示ホール 

 

 

 

 

手づくり絵本教室 

 

 

 

・絵本に親しんでもらうことを目的に夏休みに

開催する。 

・自分で世界で一冊だけの絵本の製作し、夏休

みの自由研究等に活用してもらう。読書週間事

業の一環として、毎年秋に行なわれている「手

作り絵本」コンクールに応募を呼びかける。 

幼 児～ 

一 般 

 

 

 

7 月下旬 

8 月上旬 

 

 

 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

教職員経験者 10 年

研修 

 

・生涯学習推進の中核的施設である市立図書館

の業務や活動内容について理解を深めるととも

に、実際に読み聞かせや窓口での貸出業務など

を体験し、教員としての幅広い見識を高めもら

う。 

 

市 内 各

小・中学

校 教 諭 

随 時 市立図書館 

戦争に関する図書展 

 

・戦争を語り継ぐ手段として開催する。 

・当館が所蔵している「戦争に関する図書」を

展示することにより、二度にわたる艦砲被災な

ど第二次世界大戦中の悲惨な体験を風化させな

いことや、市民に平和について考えてもらう。

・市民に図書館に足を運んでもらうことにより、

読書推進と図書館の利用促進につなげる。 

 

 

一 般 
８月中旬 

市立図書館 

1 階 

展示ホール 

児童文学賞受賞作品

展 

 

・県立図書館が開催した児童文学受賞図書展の

資料を借り受けして展示する。 

 

 

幼 児～ 

一 般 

8/22～ 

8/31 

市立図書館 

1 階 

展示ホール 

曝書 

 

・当館所蔵の本の虫干しを行う。 

 

 ８月中 市立図書館 



 
 

                    

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

職場体験学習 

 

・釜石市立図書館業務の体験をとおし、自己の

個性や特性を理解し、多様な進路選択の可能性

を知り、勤労観や職業観を培ってもらう一助と

する。 

 

市 内 

中 学 校 
随 時 市立図書館 

しかけ絵本展 

 

・当館所蔵のしかけけ絵本を展示、紹介する。
幼 児～ 

一 般 
８月下旬 

 

図書館 

1 階 

展示ホール 

 

「敬老の日記念」 

図書展 

 

・敬老の日を記念して、高齢者を中心に親しん

でいただける本や、介護に関する本などを展示

する。 

 

幼 児～ 

一 般 
９月中旬 

図書館 

1 階 

展示ホール 

ＭＯＡ美術展入賞作

品展 

 

・ＭＯＡ美術館釜石・遠野。大槌地区児童作品

展に出品した作品のうち、釜石市内の入賞者の

作品を展示ずるものである。 

 

幼 児～ 

一 般 
１０月 

図書館 

1 階 

展示ホール 

図 書 館 訪 問 事 業 

 

・図書館から老人福祉施設に赴き、人形劇の上

演等、活動を通して図書館に親しむ機会にする。

 

訪 問 先 

老人福祉

施 設 

１１月 

上 旬 
未 定 

視覚障害者のための

朗読研修会 

 

・視覚障害者のために朗読・録音活動を行って

いる朗読奉仕「ハマナスの会」の会員が朗読の

技術向上のため研修する。 

 

会 員 未 定 未 定 

 

 

民 話 を 楽 し む 会 

 

 

  

・全国読書週間の一環として開催する。 

・テーマ：「遠野と釜石の民話」 

・講師：須知 ナヨ 氏 

 

一 般 

10 月 

上旬～ 

11 月 

中旬 

 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

釜石市立図書館・学 

校図書館職員研修会 

 

 

・釜石市子どもの読書活動推進計画の策定を機

に、市立図書館職員と学校図書館担当職員の研

修会を開催し、情報交換と交流を図り、市立図

書館と学校図書館の連携を深める。 
 
 
 
 

 

学校図書

館 担 当

者・ 

市立図書

館員 
 

 

10/28 

 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 



 
 

                    

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

クリスマス図書展 

 

・当館所蔵のクリスマスに関する図書を展示す

る。 

 

幼 児～ 

一 般 

１２月 

上 旬 

市立図書館 

１階 

展示ホール 

クリスマス会と親と

子 の 映 画 会 

 

・クリスマスにちなんだ人形劇や映画の上映を

行う。 

 

幼 児～ 

一 般 

１２月 

中 旬 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

 

 

干支(丑)の図書展 

 

・平成 21 年の干支（丑）にちなみ、牛が登場す

る絵本等を展示する。 

・干支の図書展は今回で 11 年目となるが、今後

も続けていきたい企画である 

 

幼 児～ 

一 般 

1 月 

上 旬 

市立図書館 

1 階 

展示ホール 

第 24 回読書感想文

コ ン ク ー ル 

 

・毎年、岩手の読書週間事業の一環として、読

書活動を推進し読書感想文を募集する。 

・読書感想文募集期間  12 月から 1月末 

・入賞者に表彰状を贈呈する。 

 

小学生 

中学生 

高校生 

審 査 会 

２月上旬 

表 彰 式 

２月下旬 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

図書館ボランティア

勉強会・認定書交付 

式 

 

 

・図書館ボランティアの勉強会と認定書の交付

を行うものである。 

・ボランティアの募集範囲を高校生・一般のほ

か、児童・生徒も対象とする。 

図書館ボ

ランティ 

ア 

２月中旬 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

16 ミリ映写機操作 

技術講習会 

 

・16 ミリ映写機の操作技術講習と検定を行い、

修了証を交付し、16 ミリ映画の利用促進を図

る。 

・釜石視聴覚ライブラリーの利用促進を図る。

 

一 般 ２月中旬 

市立図書館 

２階 

視聴覚室 

蔵書点検作業 

 

・蔵書や配架場所等の確認と、併せて図書の整

理を行う。蔵書の適正な管理に資する。 

 

職  員 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

２月下旬

～ 

３月中旬 

 

市立図書館 

 

年  間 

 

・年４回「ふれあい通信」の発行 

・団体貸出の実施 

・図書館施設見学や調べ学習等の対応 

・県立図書館巡回展を取り入れる。 

・相互貸借、レファレンス 

・機会あるごとにミニイベントを開催する。 

（季節に応じた本の展示や各種パンフなど

の情報の提供等） 

幼 児 ～ 

一 般 

年 間 

 

市立図書館 

 

 



釜石市立図書館協議会委員名簿 
任期 平成 1９年 5月 1日～平成２１年 4月 30日 

役 職 名 氏     名 職業・勤務先 選 出 区 分 

委  員  長 伊 瀬 幸 城 会 社 役 員 学 識 経 験 者 

委     員 松 田 淳 子 無     職 〃 

〃 野 田 摩理子 甲 東 幼 稚 園 〃 

〃 佐々木 正 忠 会 社 役 員 〃 

〃 木 谷   哲 釜石市立甲子小学校長  学校教育関係者 

〃 千 葉 佐和子 無      職 学 識 経 験 者 

〃 佐 藤 順 子 無      職    〃 

〃 松 村 弘 子 無      職 社会教育関係者 

〃 平 松 靖 子 無      職 社会教育関係者 

 
 



グループ名 人数

会長　大沢　恭子

会長　後藤　フク

会長代行

　　　平松　靖子

読書サポーター
「颯2000の会」

釜石市立図書館朗
読奉仕「ハマナス
の会」

視察研修

大迫地域の「賢治ゆかりの地巡り」

会員10名 毎月第3土曜日午後例会

実技研修　　10月実施予定

IBCラジソン募金活動に協力

会員16名

毎月第3土曜日、図書館で「お話広場」を実施している。

福祉施設等を見学し、見聞を広め、今後の活動に役立てる
ことを目的に実施。

会員29名

特別研修会

「宮沢賢治展」に協力

活　　動　　内　　容

「釜石ぎんどろの
会」(宮沢賢治を語
る集い)

釜石市立図書館自主グループ活動状況

毎月1第1日曜日例会・活動日

市広報・地元新聞等の朗読、録音、ダビング、郵便による
発送を行なっている。

6/12訪問研修

今年度は盛岡市玉山区の「社会就労センター　ひめかみの
風」を施設見学する。

毎月1例会

幼稚園や学校、老人施設を訪問し、絵本の読み聞かせ等を
行なっている。ブックスタート事業をはじめ、市や図書館
の各種事業に協力。



平成 20年度市民文化会館基本方針及び重点目標 
 

 

◎基本方針 
 心豊かでうるおいとゆとりのある暮らしを目指し、香り高い文化創造の助長を図り、 
 市民と共に芸術文化活動の一層の振興と福祉の向上を図る。 
 
◎重点目標 
（1） 創作発表機会の拡充 
◇ 第 24回釜石市民劇場 
 
（2） 芸術文化交流の活性化 
◇ 第 31回かまいしの第九演奏会 
 
（3） 芸術文化鑑賞機会の拡充 
平成 20年度が開館 30周年の節目の年となることから、例年より芸術文化鑑賞機会
の拡充を図る。 
◇ コンサート・公演（一般向け：①宝くじ文化公演「仙台フィルハーモニー管弦楽団

親子名曲コンサート」・②京都大学･交響楽団演奏会・③ベンチャーズ･ジャパンツア

ー２００８・④アマチュアバンドコンサート） 
◇ 中学校芸術鑑賞会 
日本伝統芸能を守る会「狂言・落語」 
◇ 映画鑑賞会（2回開催予定） 
 
（4） 会館利用者への各種協力 
会館利用者（団体）の活動に対する各種協力（舞台、音響、照明等）を、対応可能

な範囲において行う。 
 
（5） 自主文化事業サポートスタッフ 
平成 18 年度から募集を行っているサポートスタッフについて、地域の芸術文化の
向上と福祉の増進を図る一つとして、事業をともにつくり魅力あふれる地域づくり

に貢献しようとする意欲あるスタッフを引続き随時募集する。 
 
（6） 施設の維持管理 
   利用者の安全確保と機器故障の防止を図り、安心して利用できる施設とするため、

設備の改修及び保守点検などに努める。 



  事 業 の 概 要 
 
 
区分 

 
事 業 名 

 
  ね ら い と 内 容 

 
 対  象 

 
 時 期 

 
会 場 

 
芸術鑑賞型 
 自主事業 

 

香り高く質のよい芸術文化を鑑

賞し、心の潤いとゆとりをあたえ

る。 

 

○ 宝くじ文化公演「仙台フィル

ハーモニー管弦楽団・親子名

曲コンサート」 

 

○ 中学校芸術鑑賞会 

  日本伝統芸能を守る会「狂

言・落語」 

 

○ 京都大学・交響楽団演奏会 

 

 

 

○ ベンチャーズ・ジャパンツア

ー2008 

 

 

○ アマチュアバンドコンサート 

 

 

 

○ 映画鑑賞会（2回開催予定） 

 

 

 

 

 

 

 

市民一般 

 

 

 

釜石市内中学生

及び中学校関係

者（教職員等） 

 

市民一般 

 

 

 

一般市民 

 

 

 

市民一般 

 

 

 

市民一般 

 

 

 

 

 

 

 

20 年 5 月 17

日（土） 

18:30～ 

 

20 年 6 月 26

日（木） 

13:30～ 

 

20 年 8 月 7 

日（木） 

18:00～ 

 

20 年 9 月 11

日（木） 

18:30～ 

 

21 年 3 月 22

日（日） 

 

20 年 8 月、

及び 3月（予

定） 

 

 

 

 

 

大ホール 

 

 

 

大ホール 

 

 

 

大ホール 

 

 

 

大ホール 

 

 

 

大ホール 

 

 

 

大ホール 

 
創造参加型 
 自主事業 
 
 
 

 
地域の文化振興と舞台芸術創作

の普及 
「第 24回釜石市民劇場」 
 
 

 
市民一般 
 
釜石市民劇場実

行委員会 

 
 
 
21年 2月 15
日（日） 

 
 
 
大ホール 

 
芸 
 
術 
 
文 
 
化 
 
の 
 
振 
 
興 

 
文化交流型 
 自主事業 
 

 
各地の演奏家等との共演による

市民の芸術文化の高揚 
「第 31回かまいしの第九演奏会」 
 

 
市民一般 
 
かまいし第九実

行委員会 
 

 
 
 
20 年 12 月
14日（日） 

 
 
 
大ホール 

 
市 
民 
文 
化 
会 

 
市民文化会

館運営審議

会 
 

 
適正な会館運営について審議す

る。 
○ 第１回運営審議会 
 
○ 第２回運営審議会 

 
運営審議委員 

 
 
 
20 年 6 月 4
日（水） 
21年2月（予
定） 

 
 
 
市民文化会

館 



 
催物案内の

発行 
 

 
市民文化会館での催し物の周知 

 
官公庁・会社等 

 
毎月 1回 

 館 
の 
運 
営 

 
自主文化事

業サポート

スタッフ 
 

 
平成 18 年度から募集を行ってい
るサポートスタッフについて、地

域の芸術文化向上と福祉の増進

を図る一つとして、事業をともに

つくり魅力あふれる地域づくり

に貢献しようとする意欲あるス

タッフを引続き随時募集する。 
 

 
一般市民（市内に

就労している者） 

 
通年（随時受

付） 

 

 
施 
設 
の 
維 
持 

 
保守点検業

務 

 
市民文化会館施設維持管理の充

実に努める。 
 
 

  
通 年 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



釜石市民文化会館運営審議会委員名簿 
 
 

                     任期 平成 18年８月４日から平成 20年８月３日 

         
                       会 長  岩 切  潤 

                             副会長  小田島 圭司 

  

 
区分    氏 名     関係機関・団体・学識経験者         住      所       電話番号 

（再） 岩切 潤     芸術文化協会推薦            小佐野町 3丁目２－26    23-6330 

                                090-149-21468  （勤）     36-1200 

（再） 小田島圭司   専門店会推薦                 大町２丁目１－22         22-4412 

（新） 新里 耕司   商工会議所推薦                  中妻町 2丁目 6－6       23-4530 

                                      （勤） 23-7189 
（再） 久保 秀俊    市民劇場実行委員会推薦       大只越町１丁目６－９   22-1741 

（新） 佐藤 健      青年会議所推薦               片岸町 4－10―5        28-1377 

                                              （青年会議所） 24-3262 

（再） 菊池 政時      洋画家                   浜町３丁目２－７      22-2494 
（再） 澤本 和子     主婦              鵜住居町３地割 13－11   28-1835 

（再） 山崎 詔子     音楽教室主宰                只越町３丁目１－１６   22-4011 

                                                  （勤） 22-4197     
（再） 福成菜穂子     自営業             新町１３－２１      25-0520 

（再） 小原 昭徳      白山小学校教頭               野田町 5丁目 28-1-201号 

                                                                    （勤） 22-3834    
 

 

 




